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■ 概要 
 
MSM7731 は、携帯電話のハンズフリー通話用に開発された LSI で回線用エコーキャンセラ、音響用エコーキ
ャンセラ、送信信号ノイズキャンセラを内蔵しています。音声信号インタフｪースには、音響側アナログ・インタフ

ｪース用リニア・コーデックと回線側アナログ・インタフｪース用リニア・コーデックをそれぞれ内蔵しています。回

線側にはアナログ・インタフｪースとは別にµ-law PCM/16 ビット・リニア・デジタル・インタフｪースを設けていま
す。 
また、本 LSI は送受信データのゲイン・コントロール/ミュート、メモ録音およびメッセージ送出用µ-law PCM/16
ビット・リニア・デジタル・インタフｪース、デジタルデータ通信用伝送クロックおよび同期クロック発生器等を備え

ており、ハンズフリーシステムに最適な LSIです。 
 
■ 特長 

• 単一 3 V電源動作（2.7～3.6 V） 
• 回線・音響の 2chエコーキャンセラ内蔵 
  エコー消去量: 35 dB（typ）ホワイト・ノイズ 
  消去可能なエコー遅延時間: 
   ・ 回線エコーキャンセラ + 音響エコーキャンセラ 
    Tlined = 27 ms (max)   Tacoud = 59 ms – Tlined (max) 
   ・ 音響エコーキャンセラのみ 
       Tacoud = 59 ms (max) 
• 送信信号ノイズキャンセラ内蔵 
  ノイズ消去量: 17 dB（typ） ホワイト・ノイズ 
   40 dB（typ） シングル・トーン 
• 2ch コーデック内蔵 
  送受同期動作による全二重動作可能 
• アナログ入力ゲイン調整用アンプ一段内蔵（最大ゲイン 30 dB） 
• アナログ出力形式: Push-pull ドライブ（1.2 kΩ駆動可能） 
• 送信スロープフｨルタ内蔵 
• デジタルインターフｪース符号形式: µ-law PCM, 16ビット・リニア （2’コンプリメント） 
• デジタルインターフｪース同期形式: Normal-sync形式、Short-frame-sync形式 
• デジタル伝送クロック発生器内蔵 
  同期クロック（SYNC）: 8 kHz出力 
  伝送クロック（BCLK）: 64 kHz出力（µ-law PCM）/128 kHz出力（16ビット・リニア） 
• デジタル伝送レート 
  外部入力: 64～2048 kbps 
  内部発生: 64 kbps（µ-law PCM） 
   128 kbps（16ビット・リニア） 
• デジタルインターフｪース同期クロック（SYNC）固定による自動パワーダウン制御可 
• マスタークロック周波数: 19.2 MHz 
  水晶発振器および振動子に対応 
• 低消費電力 動作時: typ. 35 mA （VDD = 3.0 V無音時） 
   パワーダウン時: typ. 0.02 mA （VDD = 3.0 V無音時） 
• シリアル・マイコン・インターフｪース及び、パラレル・ポートによる両制御可能 
• 送/受ミュート機能、送/受プログラマブルゲイン設定 
• パッケージ  64 ピンプラスチック QFP（QFP64-P-1414-0.80-BK）---MSM7731-02GA 
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■ ブロック図 
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■ 端子配置図（上面図） 
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■ 端子機能説明 
 

• AIN, AGSX 
音響側アナログ入力及びレベル調整用端子です。AIN端子は内部アンプの反転入力に、またAGSX端
子はアンプの出力に接続されています。レベル調整は下記（図 1）を参照して下さい。なおパワーダウン/
リセット時に AGSX端子は、ハイインピーダンスになります。 

 
• AVFRO, AOUT, APWI 
音響側アナログ出力及びレベル調整用端子です。AVFRO端子は音声出力で 20 kΩを直接駆動するこ
とが可能です。また AOUT端子はアナログ出力で、1.2 kΩの負荷を直接駆動することが可能です。レベ
ル調整は下記（図 1）を参照して下さい。なお、パワーダウン/リセット時にこれら出力端子は、ハイインピ
ーダンスになります。 

 
• LIN, LGSX 
回線側アナログ入力及びレベル調整用端子です。LIN端子は内部アンプの反転入力に、また LGSX端
子はアンプの出力に接続されています。レベル調整は下記（図 1）を参照して下さい。なおパワーダウン/
リセット時に LGSX端子は、ハイインピーダンスになります。LINを使用しない場合は、LIN端子と LGSX
端子を短絡して下さい。 

 
• LVFRO, LOUT, LPWI 
回線側アナログ出力及びレベル調整用端子です。LVFRO端子は音声出力で 20 kΩを直接駆動するこ
とが可能です。また LOUT 端子はアナログ出力で、1.2 kΩの負荷を直接駆動することが可能です。レベ
ル調整は下記（図 1）を参照して下さい。なお、パワーダウン/リセット時にこれら出力端子はハイインピー
ダンスになります。LOUTを使用しない場合は、LPWI端子と LOUT端子を短絡して下さい。 

 
• LINEEN 
回線側コーデックのパワーダウン制御端子です。デジタル“0”で通常動作、デジタル“1”で回線側コーデ
ックのみパワーダウン状態になります。回線側コーデックを使用しない場合は、パワーダウン状態にして

LIN端子と LGSX端子、LPWI端子と LOUT端子を短絡して下さい。これにより低消費電力化が図れま
す。なおパワーダウン時に出力端子はハイインピーダンスになります。また、この端子の設定を変更した

場合は、PDN/RST端子または PDN/RSTビット（CR0-B7）によりリセットを必ず行って下さい。この端子は
コントロールレジスタのCR0-B5とのORにより処理されます。端子設定とコントロールレジスタについての
項を参照して下さい。 
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図 1 アナログ・インタフｪース 
 
 

• AGND 
アナログ用グランド端子です。 

 
• DGND1, 2 
デジタル用グランド端子です。 

 
• AVDD 
アナログ用+3 V電源端子です。 

 
• DVDD1, 2 
デジタル用+3 V電源端子です。 

 
• SG 
アナログ信号グランド電位の出力端子です。出力電圧値は約 1.4 VでAGND端子との間にバイパスコン
デンサ 10 µF と 0.1 µF（セラミックタイプ）を入れて下さい。またパワーダウン/リセット時には、この出力は 0 
Vになります。 

 
• PDN/RST 
パワーダウン/リセット制御入力端子です。デジタル“0”でこの LSIはパワーダウン状態になります。この時、
コントロールレジスタの各ビット、内部変数およびエコーキャンセラ、ノイズキャンセラの係数はリセットされ

ます。パワーダウン/リセット解除後、本LSIはイニシャルモードに入ります（コントロールレジスタCR0説明
参照）。通常動作時にはこの端子をデジタル“1”に設定して下さい。またこの端子は、コントロールレジス
タの CR0-B7 との OR（端子は負論理）により処理されます。端子設定とコントロールレジスタについての
項を参照して下さい。 

LINEAR CODEC
(Acoustic side)

C

+ 

R1
MIC 

0.1 µF 10 µF 
- 

R2

R3

R4

LINEAR CODEC
(Line side)

Vagsx/Vi = R2/R1 = <30 
Vagsx = 1.3 Vpp 
R2> = 20 kΩ 

Vo/Vavfro = R4/R3 = <2 
Vo = 2.6 VPP, 
Vavfro = 1.3 VPP 
R3 >= 20 KΩ 

C2
SP 

SPamp 

Vo 

VI

-
+

-
+

AGSX

AIN

SG

AVFRO

APWI

AOUT

to

LGSX

LIN

LVFRO 

LPWI

LOUT 

VRE

LINEE

Receive Signal 

Transmit Signal 

Line Side (Hand Set)Acoustic Side (Mic, Speaker) 

音響側アナログ

インタフェースと

同様 



FJDL7731-02-14

OKI電子デバイス MSM7731-02
 

6/59 
 

• MCK/X1 
マスタクロック入力端子です。クロック周波数は 19.2 MHzです。入力クロックは SYNC信号、BCLK信号
と非同期でもかまいません。外部クロック使用例図 2 (a)、および発振回路例図 2 (b)を参照して下さい。 

 
• X2 
水晶振動子の出力端子です。既存の外部クロックを使用する場合は、開放にして、クロックを MCK 端子
に入力して下さい。発振回路例図 2 (b)を参照して下さい。 

 
 
 
 
 
 

X’tal (19.2 MHz) C R 
HC-49/U 10 pF 1 MΩ 

 
 
 
 
図 2 (a)  外部クロック使用例        図 2 (b)  発振回路例 

 
 
 

• SYNC 
デジタルデータ通信用 8 kHz同期信号入出力端子です。この端子の入出力切り替えは CLKSEL端子
で行います。CLKSEL端子で内部クロックモードを選択すると、BCLK信号と同期した 8 kHzのクロックを
出力しデジタルデータ通信を行います。また、CLKSEL端子で外部クロックモードを選択すると入力端子
となり、BCLK信号と同期した 8 kHzのクロック入力が必要になり、この入力クロックによりデジタルデータ
通信を行います。また、この端子により自動パワーダウン制御が可能です。この端子を、デジタル“1”また
はデジタル“0”に固定することにより本 LSI はパワーダウン状態になります。このパワーダウン状態は、コ
ントロールレジスタ・SYPDN （CR11-B0）により 2 種類のモードが選択可能です。パワーダウンモードに
ついては、コントロールレジスタ CR11の説明を参照して下さい。 

 
• BCLK 
デジタルデータ通信用のシフトクロック入出力端子です。この端子の入出力切り替えは、CLKSEL 端子
で行います。CLKSEL端子で内部クロックモードを選択すると、SYNC信号と同期した 64 kHzまたは 128 
kHzのクロックを出力しデジタルデータ通信を行います。64 kHz と 128 kHzの切り替えは PCMSEL端子
で行います。PCMSEL ビット（CR11-B1）の設定に関わらず、PCMSEL 端子がデジタル“1”の場合は 64 
kHz、デジタル“0”の場合は128 kHzのクロックを出力します。また、CLKSEL端子で外部クロックモードを
選択すると入力端子となり、SYNC信号と同期したクロックの入力が必要です。この時のクロック周波数は
64～2048 kHzです。 

MCK/X1 X2 MCK/X1 X2

C C

X’tal

R
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• CLKSEL 
SYNC、BCLK 信号の内部/外部クロックモード選択端子です。デジタル“0”で内部クロックモードが選択
されます。この時、SYNC、BCLK 端子は出力端子となり、それぞれ内部で発生したクロックを出力しデジ
タルデータ通信を行います。またデジタル“1”では外部クロックモードが選択され、SYNC、BCLK 端子は
入力端子となります。この時は、外部より入力された SYNC、BCLK クロックでデジタルデータ通信を行い
ます。デジタルデータ通信を使用しない場合は、この端子をデジタル“0”の内部クロックモードに設定し
て下さい。また、この端子の設定を変更した場合は、PDN/RST端子または PDN/RST ビット（CR0-B7）に
よりリセットを必ず行って下さい。 

 
• PCMI 
回線側のデジタル受信信号入力端子です。この入力信号は、BCLK信号の立ち上がりでシフトされ入力
されます。デジタルデータの先頭は SYNC 信号の立ち上がりで識別されます。また符号形式は、
PCMSEL端子またはPCMSELビット（CR11-B1）によりµ-law PCM/16ビット・リニア（2’コンプリメント）の選
択が可能です。この端子を使用しない場合は、µ-law PCM 選択時はデジタル“1”に、16 ビット・リニア選
択 時 は デ ジ タ ル “0” に 設 定 し て 下 さ い 。 ま た 同 期 形 式 は 、 SYNCSEL 端 子 に よ り
Normal-sync/Short-frame-sync の選択が可能です。タイミングは図 3 を参照して下さい。このデジタル入
力信号は内部でコーデックデジタル出力信号と加算されます。コーデック使用時はオーバフローの注意

が必要です。 
 

• PCMO 
回線側のデジタル送信信号出力端子です。この出力信号は、BCLK 信号、SYNC 信号の立ち上がりに
同期して出力されます。この端子は、出力以外の時間ではハイインピーダンスになります。またパワーダ

ウン/リセット時およびイニシャルモード時にもハイインピーダンスになります。符号形式は、PCMSEL端子
または PCMSELビット（CR11-B1）によりµ-law PCM/16ビット・リニア（2’コンプリメント）の選択が可能です。
また同期形式は、SYNCSEL端子により Normal-sync/Short-frame-syncの選択が可能です。タイミングは
図 3を参照して下さい。 

 
• PCMEI 
メッセージ信号入力端子です。音響側スピーカにメッセージ等を出力する時にご利用下さい。この入力

信号は、BCLK信号の立ち上がりでシフトされ入力されます。デジタルデータの先頭は SYNC信号の立
ち上がりで識別されます。またデジタル符号形式はPCMSEL端子またはPCMSELビット（CR11-B1）によ
りµ-law PCM/16 ビット・リニア（2’コンプリメント）の選択が可能です。この端子を使用しない場合は、
µ-law PCM選択時はデジタル“1”に、16ビット・リニア選択時はデジタル“0”に設定して下さい。また同期
形式は、SYNCSEL 端子により Normal-sync/Short-frame-sync の選択が可能です。タイミングは、PCMI
端子と同じです。図 3を参照して下さい。このデジタル入力信号は内部でエコーキャンセラ出力信号と加
算されます。通話時にはオーバフローの注意が必要です。 

 
• PCMEO 
メモ録音用出力端子です。メモ機能等にご利用下さい。この出力信号は、BCLK信号、SYNC信号の立
ち上がりに同期して出力されます。この端子は、出力以外の時間ではハイインピーダンスになります。ま

たパワーダウン/リセット時およびイニシャルモード時にもハイインピーダンスになります。符号形式は、
PCMSEL端子またはPCMSELビット（CR11-B1）によりµ-law PCM/16ビット・リニア（2’コンプリメント）の選
択が可能です。また同期形式は、SYNCSEL端子により Normal-sync/Short-frame-syncの選択が可能で
す。タイミングは、PCMO端子と同じです。図 3を参照して下さい。 

 
• SYNCSEL 
デジタルデータ通信の同期タイミング選択端子です。デジタル“0”で Normal-sync タイミング、デジタル
“1”で Short-frame-syncタイミングとなります。タイミングは図 3を参照して下さい。また、この端子の設定を
変更した場合は、PDN/RST端子または PDN/RSTビット（CR0-B7）によりリセットを必ず行って下さい。 
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• PCMSEL 
デジタルデータ通信の符号形式選択端子です。デジタル“1”でµ-law PCM符号形式、デジタル“0”で 16
ビット・リニア（2’コンプリメント）符号形式が選択されます。また BCLK 信号が内部クロック選択時の出力
クロック周波数を決定します。デｨジタルインタフｪースを使用しない場合は、この端子をデジタル“0”の 16
ビット・リニア符号形式に設定して下さい。また、この端子の設定を変更した場合は、PDN/RST端子また
は PDN/RSTビット（CR0-B7）によりリセットを必ず行って下さい。この端子は PCMSELビット（CR11-B1）と
の ORにより処理されますが、内部クロックモード選択時の BCLK端子出力周波数に関しては本端子設
定のみに依存し、PCMSEL ビットの設定には依存しませんのでご注意下さい。。端子設定とコントロール
レジスタについての項を参照して下さい。 

 
• SLPTHR 
送信スロープフｨルタのスルーモード制御端子です。スルーモードでは、フｨルタを停止しデータをスルー

で出力します。デジタル“0”でノーマルモード（スロープフｨルタ動作）、デジタル“1”でスルーモードになり
ます。スロープフｨルタは低周波のノイズを軽減し通話品質の改善をします。スロープフｨルタ周波数特性

を参照して下さい。また、この端子の取り込みタイミングは SYNC 信号の立ち上がりに同期して取り込み
ますので、250 µs 以上の間状態を保持して下さい。詳細は電気的特性を参照して下さい。この端子はコ
ントロールレジスタのCR1-B1とのORにより処理されます。端子設定とコントロールレジスタについての項
を参照して下さい。 
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図 3  デジタルインタフｪース・タイミング 

SYNC 

(a)  16ビット・リニア符号形式タイミング・チャート (Normal-sync) 

BCLK 

PCMI 
PCMEI 

PCMO 
PCME Hi-Z

D15 D14 D13 D12 D2 D1 D0 D15 D14

D14D15D0D1D2D12 D13 D14 D15

SYNC 

(b)  µ-law PCM符号形式タイミング・チャート (Normal-sync) 

BCLK 

PCMI 
PCMEI 

PCMO 
PCME Hi-Z

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0 D7 D6

D6D7D0D1D2D3D4 D5 D6 D7

SYNC 

(c)  16ビット・リニア符号形式タイミング・チャート (Short-frame-sync) 

BCLK 

PCMI 
PCMEI 

PCMO 
PCME Hi-Z

D15 D14 D13 D2 D1 D0 D15
Hi-Z

D3

D15 D14 D13 D3 D2 D1 D0 D15

SYNC 

(d)  µ-law PCM符号形式タイミング・チャート (Short-frame-sync) 

BCLK 

PCMI 
PCMEI 

PCMO 
PCME Hi-Z

D7D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0
Hi-Z

D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0 D7



FJDL7731-02-14

OKI電子デバイス MSM7731-02
 

10/59 
 

• ECSEL 
エコーキャンセラのモード選択端子です。デジタル“1”で Single エコーキャンセラモード、デジタル“0”で
Dual エコーキャンセラモードが選択されます。この端子の設定を変更した場合は、PDN/RST 端子また
は PDN/RST ビット（CR0-B7）によりリセットを必ず行って下さい。Single エコーキャンセラモードを選択し
た場合、回線側エコーキャンセラ制御は不要となります。この端子はコントロールレジスタの CR0-B0 との
ORにより処理されます。端子設定とコントロールレジスタについての項を参照して下さい。 

 
• LTHR/ATHR L～: 回線 A～: 音響 
エコーキャンセラのスルーモード制御端子です。スルーモードでは、SinL/A, RinL/AのデータをSoutL/A, 
RoutL/A にそれぞれエコー係数を保持したままスルーで出力します。デジタル“0”でノーマルモード（エ
コーキャンセラ動作）、デジタル“1”でスルーモードになります。なおスルーモード時は、HD, HLD, ATT, 
GC の機能は無効になります。また、この端子の取り込みタイミングは SYNC 信号の立ち上がりに同期し
て取り込みますので、250 µs 以上の間状態を保持して下さい。この端子はコントロールレジスタの CR4, 
5-B7 との ORにより処理されます。端子設定とコントロールレジスタについての項を参照して下さい。 

 
• LHD/AHD 
ハンズフリー等の音響系で発生するハウリングを検出し、消去を行う機能の ON/OFF 制御端子です。デ
ジタル“0”でON、デジタル“1”でOFFになります。この機能はLTHR/ATHRがノーマルモードの時、有効
になります。 また、この端子の取り込みタイミングは SYNC 信号の立ち上がりに同期して取り込みますの
で、250 µs以上の間状態を保持して下さい。この端子はコントロールレジスタのCR4, 5-B4とのORにより
処理されます。端子設定とコントロールレジスタについての項を参照して下さい。 

 
• LATT 
エコーキャンセラのRinL入力、SoutL出力に用意された減衰器（ATTsL, ATTrL）によりハウリングを防止
させる ATT 機能の ON/OFF 制御端子です。デジタル“0”で ON、デジタル“1”で OFF になります。RinL
のみに入力があった場合は SoutL の ATTsL が挿入されます。SinL のみに入力があった場合および
SinL, RinL両方に入力があった場合は RinL入力の ATTrLが挿入されます。ATT値はそれぞれ 6 dB
です。この機能は LTHR がノーマルモードの時、有効になります。また、この端子の取り込みタイミングは
SYNC信号の立ち上がりに同期して取り込みますので、250 µs以上の間状態を保持して下さい。この端
子はコントロールレジスタのCR4-B1とのORにより処理されます。端子設定とコントロールレジスタについ
ての項を参照して下さい。 

 
• AATT 
エコーキャンセラの RinA入力、SoutA出力に用意された減衰器（ATTsA, ATTrA）によりハウリングを防
止させるATT機能の減衰量選択端子です。デジタル“0”で6 dB、デジタル“1”で12 dBになります。RinA
のみに入力があった場合は SoutA の ATTsA が挿入されます。SinA のみに入力があった場合および
SinA, RinA両方に入力があった場合は RinA入力の ATTrAが挿入されます。この機能は ATHR がノ
ーマルモードの時、有効になります。また、この端子の取り込みタイミングは SYNC 信号の立ち上がりに
同期して取り込みますので、250 µs 以上の間状態を保持して下さい。この端子はコントロールレジスタの
CR5-B1 との ORにより処理されます。端子設定とコントロールレジスタについての項を参照して下さい。 

 
• LGC/AGC 
エコーキャンセラの RinL/A 入力に用意されたゲインコントローラ（GainL/A）により入力レベルの制御や
ハウリングを防止させるゲインコントロール機能の ON/OFF 制御端子です。RinL/A 入力レベルが–10 
dBm0から効きはじめ 0～–8.5 dBの可変範囲で入力レベルを調整します。デジタル“0”で ON、デジタル
“1”でOFFになります。この機能はLTHR/ATHRがノーマルモードの時、有効になります。また、この端子
の取り込みタイミングは SYNC信号の立ち上がりに同期して取り込みますので、250 µs以上の間状態を
保持して下さい。この端子はコントロールレジスタの CR4, 5-B0 との ORにより処理されます。端子設定と
コントロールレジスタについての項を参照して下さい。 
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• GLPADTHR 
エコーキャンセラの SinL/A 入力に用意された減衰器（LPADL/A）、SoutL/A 出力に用意された増幅器
（GPADL/A）のモード制御端子です。デジタル“0”でスルーモード、デジタル“1”でノーマルモード（PAD
動作）になります。レベルの設定はCR10にて行い、それぞれ±18, 12, 6, 0 dBが設定可能です。デフｫル
トは ±12 dB です。エコー・リターン・ロス（エコーの戻り値）が増幅系の場合、LPAD によりエコー・リター
ン・ロスが減衰系になるように LPADレベルを設定して下さい。またGPADレベルは LPADレベルと同等
のプラス側レベルを設定することをお奨めします。この端子の設定を変更した場合は、RST 端子または
RST ビット（CR0-B6）により係数リセットを必ず行って下さい。また、この端子の取り込みタイミングは
SYNC信号の立ち上がりに同期して取り込みますので、250 µs以上の間状態を保持して下さい。詳細は
電気的特性を参照して下さい。この端子はコントロールレジスタの CR1-B2 との ORにより処理されます。
端子設定とコントロールレジスタについての項を参照して下さい。 

 
• RST 
エコーキャンセラ、ノイズキャンセラの係数リセット制御入力端子です。デジタル“0”でリセット状態になりま
す。この時、エコーキャンセラ、ノイズキャンセラのフｨルタ係数はリセットされます。コントロールレジスタは

保持したままで、リセット処理中は無音になります。通常動作時にはこの端子をデジタル“1”に設定して
下さい。この端子はエコー経路が変化するような場合（通話中の回線切り替え時等）または再通話時に

使用して下さい。また、この端子の取り込みタイミングは SYNC 信号の立ち上がりに同期して取り込みま
すので、250 µs以上の間状態を保持して下さい。詳細は電気的特性を参照して下さい。この端子はコン
トロールレジスタの CR0-B6 との OR（端子は負論理）により処理されます。端子設定とコントロールレジス
タについての項を参照して下さい。 

 
• NCSEL1, NCSEL2 
ノイズキャンセラのノイズ消去量選択端子です。スルーモードでは、ノイズキャンセラを停止しデータをス

ルーで出力します。ノーマルモードでは、ノイズキャンセラは通常動作します。ノーマルモード時のノイズ

消去量の選択はイニシャルモード解除後に行われますので、通常動作中のノイズ消去量の変更は無効

になります。ノイズ消去量を変更する場合は PDN/RST端子または PDN/RSTビット（CR0-B7）によりリセッ
トを行って下さい。また通常動作中のスルーモードへの変更、およびノーマルモードへの復帰は可能で

す。NCSEL1 端子はコントロールレジスタの CR1-B0、また NCSEL2 端子はコントロールレジスタの
CR12-B2 とのORにより処理されます。端子設定とコントロールレジスタについての項を参照して下さい。 
注意） ノイズ消去量とノイズキャンセル後の音質はトレードオフの関係になりますので、音質と合わせて
消去量を選択して下さい。 

 
NCSEL2 NCSEL1 NCモード 消去量 (dB) 音質 

0 0 ノーマルモード 17 
1 1 ノーマルモード 13.5 
1 0 ノーマルモード 8 

良 
 
最良 

0 1 スルーモード — — 
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• NCPAD1, NCPAD2 
ノイズキャンセラの入出力ゲイン調整端子です。このゲイン調整は、ノイズキャンセル後の音質調整に有

効です。ノイズキャンセラの入力レベルが大きい程、音質は良くなります。また、この端子の取り込みタイミ

ングは SYNC信号の立ち上がりに同期して取り込みますので、250 µs以上の間状態を保持して下さい。
詳細は電気的特性を参照して下さい。NCPAD1 端子はコントロールレジスタの CR4-B2、また NCPAD2
端子はコントロールレジスタのCR5-B2とのORにより処理されます。端子設定とコントロールレジスタにつ
いての項を参照して下さい。 

 
NCPAD2 NCPAD1 GPADNC (dB) LPADNC (dB) 

0 0 0 0 
0 1 6 –6 
1 0 12 –12 
1 1 18 –18 

 
• DEN, EXCK, DIN, DOUT 
マイコン・インタフｪース用シリアル・コントロール・ポートです。本 LSI は内部に 13 バイトのコントロールレ
ジスタが用意されており、外部の MCU よりこれらの端子を用いてデータのライト/リードを行います。DEN
端子はイネーブル信号入力、EXCK端子はデータシフト用クロック信号入力、DIN端子はアドレスおよび
データ入力、DOUT端子はデータ出力端子です。マイコン・インタフｪースを使用しない場合は、DEN端
子をデジタル“1”、EXCK、DIN端子をデジタル“0”に設定し、またMCUSEL端子を用いMCUインタフｪ
ースを未使用に設定して下さい。入出力タイミングを図 4に示します。 

 
• MCUSEL 
マイコン・インタフｪースの使用/未使用選択端子です。デジタル“0”でマイコン・インタフｪース使用、デジ
タル“1”で未使用となります。マイコン・インタフｪースを使用しない場合は、必ずデジタル“1”に設定して
下さい。この端子は、コントロールレジスタの CR0-B1 との ORにより処理されます。端子設定とコントロー
ルレジスタについての項を参照して下さい。 
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図 4  マイコン・インタフｪース入出力タイミング 
 
 

(a)  データ書込みタイミング 1・チャート （8ビットMCU） 

W A6 A5 A4 A3 A2 A1 A0 B7 B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 

DEN 
 
EXCK 
 
DIN 
 
DOUT Hi-Z

W A6 A5 A4 A3 A2 A1 A0 B7 B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 

DEN 
 
EXCK 
 
DIN 
 
DOUT 

(b)  データ書込みタイミング 2・チャート （16ビットMCU） 

Hi-Z

DEN 
 
EXCK 
 
DIN 
 
DOUT 

(d)  データ読み出しタイミング 2・チャート （16ビットMCU） 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 

R A6 A5 A4 A3 A2 A1 A0

B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0 B7
Hi-Z Hi-Z 

R A6 A5 A4 A3 A2 A1 A0

B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0 B7

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 

DEN 
 
EXCK 
 
DIN 
 
DOUT 

(c)  データ読み出しタイミング 1・チャート （8ビットMCU） 

Hi-Z Hi-Z 
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• RPAD4, RPAD3, RPAD2, RPAD1 
受信信号ゲイン調整および MUTE 設定端子です。設定は表 1 を参照して下さい。コントロールレジスタ
により制御する時はこれらの端子をデジタル“0”に設定して下さい。また、この端子の取り込みタイミング
は SYNC信号の立ち上がりに同期して取り込みますので、250 µs以上の間状態を保持して下さい。詳細
は電気的特性を参照して下さい。この端子はコントロールレジスタの CR2-B3, 2, 1, 0 との ORにより処理
されます。端子設定とコントロールレジスタについての項を参照して下さい。 

 
• TPAD4, TPAD3, TPAD2, TPAD1 
送信信号ゲイン調整および MUTE 設定端子です。設定は表 1 を参照して下さい。コントロールレジスタ
により制御する時はこれらの端子をデジタル“0”に設定して下さい。また、この端子の取り込みタイミング
は SYNC信号の立ち上がりに同期して取り込みますので、250 µs以上の間状態を保持して下さい。詳細
は電気的特性を参照して下さい。この端子はコントロールレジスタの CR3-B3, 2, 1, 0 との ORにより処理
されます。端子設定とコントロールレジスタについての項を参照して下さい。 

 
 
 

表 1  RPAD/TPAD設定表 
 

RPAD4 RPAD3 RPAD2 RPAD1 TPAD4 TPAD3 TPAD2 TPAD1 レベル
0 1 1 1 0 1 1 1 21 dB 
0 1 1 0 0 1 1 0 18 dB 
0 1 0 1 0 1 0 1 15 dB 
0 1 0 0 0 1 0 0 12 dB 
0 0 1 1 0 0 1 1 9 dB 
0 0 1 0 0 0 1 0 6 dB 
0 0 0 1 0 0 0 1 3 dB 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 dB 
1 1 1 1 1 1 1 1 –3 dB 
1 1 1 0 1 1 1 0 –6 dB 
1 1 0 1 1 1 0 1 –9 dB 
1 1 0 0 1 1 0 0 –12 dB
1 0 1 1 1 0 1 1 –15 dB
1 0 1 0 1 0 1 0 –18 dB
1 0 0 1 1 0 0 1 –21 dB
1 0 0 0 1 0 0 0 MUTE

 
 

• TEST1-4 
テスト用入力端子です。これらの端子をデジタル“0”に設定して下さい。 

 
• TEST9 
テスト用出力端子です。 



FJDL7731-02-14

OKI電子デバイス MSM7731-02
 

15/59 
 

 
■ 絶対最大定格 
 

項目 記号 条件 定格値 単位 
電源電圧 VDD — –0.3～+5.0 V 
アナログ・デジタル入力電圧 VIN — –0.3～VDD+0.3 V 
アナログ・デジタル出力電圧 VOUT — –0.3～VDD+0.3 V 
保存温度 TSTG — –55～+150 °C 

 
 
■ 推奨動作条件 
 

項目 記号 条件 Min. Typ. Max. 単位

電源電圧 VDD — 2.7 — 3.6 V 
動作温度範囲 Ta — –40 25 85 °C 

SYNC, BCLK入力端子 0.5*VDD

MCK/X1入力端子 0.65*VDD高レベル入力電圧 VIH 
上記以外のデジタル入力端子 0.45*VDD

— VDD V 

MCK/X1入力端子 0.35*VDD 
低レベル入力電圧 VIL 

上記以外のデジタル入力端子
0 — 

0.16*VDD 
V 

デジタル入力立上り時間 tIR 全デジタル入力端子 — — 20 ns 
デジタル入力立下り時間 tIF 全デジタル入力端子 — — 20 ns 

マスタクロック周波数 fMCK MCK/X1 –100 
ppm 19.2 100 ppm MHz

マスタクロック・デューテｨ比 dMCK MCK/X1 40 50 60 % 
ビットクロック周波数 fBCK BCLK（入力時） 64 — 2048 kHz 
ビットクロック・デューテｨ比 dBCK BCLK（入力時） 40 50 60 % 

同期信号周波数 fSYNC SYNC（入力時） –100 
ppm 8 100 ppm kHz 

同期信号幅 tWS SYNC（入力時） 1 BCLK — 100 µs 
tBS BCLK to SYNC（入力時） 100 — — ns 

送受信同期タイミング 
tSB SYNC to BCLK（入力時） 100 — — ns 
RDL DOUT, PCMO, PCMEO 1 — — kΩ 
CDL1 DOUT, PCMO, PCMEO — — 50 pF デジタル出力負荷 
CDL2 SYNC, BCLK（出力時） — — 20 pF 

SG用バイパスコンデンサ CSG SG-AG間 10+0.1 — — µF 
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■ 電気的特性 
 
● 直流特性 

(VDD = 2.7～3.6 V, Ta = –40～+85°C) 
項目 記号 条件 Min. Typ. Max. 単位

電源電流 1 IDD1 
動作時、無信号 
（VDD = 3.0 V時） 

— 35 50 mA 

電源電流 2 IDD2 
パワーダウン時 

（VDD = 3.0 V時、MCK = 0 V） — 0.02 1 mA 

IIH VI = VDD — — 2 µA 
入力リーク電流 

IIL VI = 0 V — — 2 µA 
高レベルデジタル出力電圧 VOH 0.4mA （X2は除く） 0.7*VDD — VDD V 
低レベルデジタル出力電圧 VOL IL = 3.2 mA （X2は除く） 0 0.2 0.4 V 
デジタル出力リーク電流 IO DOUT, PCMO, PCMEO — — 10 µA 
入力容量 CIN — — 5 — pF 

 
 
● アナログインタフｪース 

(VDD = 2.7～3.6 V, Ta = –40～+85°C) 
項目 記号 条件 Min. Typ. Max. 単位

RINA AIN, APWI 10 — — MΩ 
入力抵抗 

RINL LIN, LPWI 10 — — MΩ 
RLA1 AGSX, AVFRO 20 — — kΩ 
RLA2 AOUT 1.2 — — kΩ 
VLL1 LGSX, LVFRO 20 — — kΩ 

出力抵抗負荷 

VLL2 LOUT 1.2 — — kΩ 
CLA1 AGSX, AVFRO, AOUT — — 100 pF 

出力容量負荷 
CLL1 LGSX, LVFRO, LOUT — — 100 pF 

VOA1 
AGSX, 
AVFRO RL = 20 kΩ — — 1.3 VPP 

VOA2 AOUT RL = 1.2 kΩ — — 2.6 VPP 
VOL1 LGSX, LVFRO RL = 20 kΩ — — 1.3 VPP 

出力電圧レベル (*1) 

VOL2 LOUT RL = 1.2 kΩ — — 2.6 VPP 
VOFA1 AVFRO –100 — 100 mV 
VOFA2 AOUT –20 — 20 mV 
VOFL1 LVFRO –100 — 100 mV 

オフセット電圧 

VOFL2 LOUT –20 — 20 mV 
SG出力電圧 VSG SG — 1.4 — V 
SG出力インピーダンス RSG SG — 40 80 kΩ 

 
注記: *1.  0.320 Vrms = 0 dBm0, +3.14 dBm0 = 1.30 VPP 
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● デジタルインタフｪース（1/3） 

 
(VDD = 2.7～3.6 V, Ta = –40～+85°C) 

項目 記号 条件 Min. Typ. Max. 単位 
PDN/RST端子 1 

パワーダウン/リセット信号パルス幅 tRSTW
PDN/RST制御ビット 1.6 

— — µs 

パワーダウン/リセット開始時間 tPDND
PDN/RST 
端子及び制御ビット — — 50 ns 

パワーダウン/リセット終了時間 tPDNH
PDN/RST 
端子及び制御ビット — — 200+α ms 

パワーダウン/リセット内部セット時間 tPDNS SYNC端子 140 — 180 µs 
制御パルス幅 tPARW 250 — — µs 
制御開始時間 tPARD — — 250 µs 
制御終了時間 tPARH

(*2) 
— — 250 µs 

α: 水晶振動子起動時間 
 

• PDN/RST タイミング 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

• PDN/RSTセットタイミング 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

パワーダウン イニシャルモード

Hi-Z

tPDND tPDNH 

tRSTW

PDN/RST端子 
 
 
PDN/RST制御ビット 
 
 
内部動作 
 
 
PCMO, PCMEO 
 

SYNC （外部クロック） 
 
 
BCLK （外部クロック） 
 
 
PDN/RST制御ビット 

（内部書き込み）

tPDNS
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• 制御タイミング (*2) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注記: *2. LINEEN, SLPTHR, NCPAD2-1, NCSEL2-1, GLPADTHR, TPAD6-1, RPAD6-1, RST 
  ATHR, AATT, AHLD, AHD, AGC, LTHR, LATT, LHLD, LHD, LGC端子及び制御ビット 
 
 
● デジタルインタフｪース（2/3） 

(VDD = 2.7～3.6 V, Ta = –40～+85°C) 
項目 記号 条件 Min. Typ. Max. 単位 

CDL = 20 pF（出力時、PCM） — 64 — kHz 
ビットクロック周波数 fBCK 

CDL = 20 pF（出力時、リニア） — 128 — kHz 
ビットクロック・デューテｨ比 dBCK CDL = 20 pF（出力時） 40 50 60 % 
同期信号周波数 fSYNC CDL = 20 pF（出力時） — 8 — kHz 
同期信号・デューテｨ比 dSYNC CDL = 20 pF（出力時） 40 50 60 % 

tBS BCLK to SYNC（出力時） 100 — — ns 
送受信同期タイミング 

tSB SYNC to BCLK（出力時） 100 — — ns 
入力セットアップ時間 tDS — 100 — — ns 
入力ホールド時間 tDH — 100 — — ns 

tSDX RDL = 1 kΩ, CDL = 50 pF — — 100 ns 
デジタル出力遅延時間 

tXD1 RDL = 1 kΩ, CDL = 50 pF — — 100 ns 
tXD2 RDL = 1 kΩ, CDL = 50 pF — — 100 ns 

デジタル出力ホールド時間 
tXD3 RDL = 1 kΩ, CDL = 50 pF — — 100 ns 

 
 

• デジタル入力タイミング (Normal-sync) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

内部処理

tPARD tPARH

tPARW

BCLK 
 
 
 
SYNC 
 

 
PCMI 
PCMEI 

1 0 2 3 4 5 6 7 8 9 10

MSB LSB 

tbs tsb 

tws 

tds tdh
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• デジタル入力タイミング (Short-frame-sync) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

• デジタル出力タイミング (Normal-sync) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

• デジタル出力タイミング (Short-frame-sync) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

BCLK 
 
 
 
SYNC 
 

 
PCMI 
PCMEI 

1 0 2 3 4 5 6 7 8 9 10

MSB LSB 

tbs tsb 

tws 

tds tdh

BCLK 
 
 
 
SYNC 
 

 
PCMO 
PCMEO 

1 0 2 3 4 5 6 7 8 9 10

MSB LSB 

tbs tsb 

tws 

tsdx 
txd1 txd2

Hi-Z Hi-Z

txd3 

BCLK 
 
 
 
SYNC 
 

 
PCMO 
PCMEO 

1 0 2 3 4 5 6 7 8 9 10
tbs tsb 

tws 

MSB LSB 

txd2

Hi-Z Hi-Z

txd3
txd1 
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● デジタルインタフｪース（3/3） 

(VDD = 2.7～3.6 V, Ta = –40～+85°C) 
項目 記号 条件 Min. Typ. Max. 単位 

tM1 — 20 — — ns 
tM2 — 20 — — ns 
tM3 — 50 — — ns 
tM4 — 100 — — ns 
tM5 — 50 — — ns 
tM6 — 50 — — ns 
tM7 RDL = 1 kΩ, CDL = 20 pF — — 30 ns 
tM8 RDL = 1 kΩ, CDL = 20 pF 0 — — ns 
tM9 — 50 — — ns 
tM10 RDL = 1 kΩ, CDL = 20 pF — — 30 ns 

マイコンインタフｪース 
デジタル入出力 
タイミング特性 

tM11 — 100 — — ns 
EXCK クロック周波数 fEXCK — — — 10 MHz 
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● マイコンインタフｪース入出力タイミング 

 
 
DEN 
 
 
 
 
EXCK 
 
 
 
 
DIN 
 
 
 
 
DOUT 
 

W/R A6 A5 A4 A3 A2 A1 A0 B7 B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

B7 B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0

tM1 

tM2 tM3 

tM4

tM5 tM6

tM9 tM11

tM10tM8tM7
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● 交流特性（回線側コーデック/音響側コーデック） 

(VDD = 2.7～3.6 V, Ta = –40～+85°C) 
条件 

項目 記号 周波数 
(Hz) 

レベル
(dBm0) その他 

Min. Typ. Max. 単位 

LossT1 0～60 25 — — 
LossT2 300～3000 –0.15 — 0.2 
LossT3 1020 基準値 
LossT4 3300 –0.15 — 0.8 
LossT5 3400 0 — 0.8 

送信周波数 
特性 

LossT6 3968.75 

0 (*3) 

13 — — 

dB 

LossR1 0～3000 –0.15 — 0.2 
LossR2 1020 基準値 
LossR3 3300 –0.15 — 0.8 
LossR4 3400 0 — 0.8 

受信周波数 
特性 

LossR5 3968.75 

0 (*3) 

13 — — 

dB 

SD T1 3 35 — — 
SD T2 0 35 — — 
SD T3 –30 35 — — 
SD T4 –40 28 — — 

送信信号 
対雑音比 

SD T5 

1020 

–45 

(*3, *4) 

23 — — 

dB 

SD R1 3 35 — — 
SD R2 0 35 — — 
SD R3 –30 35 — — 
SD R4 –40 28 — — 

受信信号 
対雑音比 

SD R5 

1020 

–45 

(*3, *4) 

23 — — 

dB 

GT T1 3 –0.2 — 0.2 
GT T2 –10 基準値 
GT T3 –40 –0.2 — 0.2 
GT T4 –50 –0.5 — 0.5 

送信レベル間 
損失誤差 

GT T5 

1020 

–55 

(*3) 

–1.2 — 1.2 

dB 

GT R1 3 –0.2 — 0.2 
GT R2 –10 基準値 
GT R3 –40 –0.2 — 0.2 
GT R4 –50 –0.5 — 0.5 

受信レベル間 
損失誤差 

GT R5 

1020 

–55 

(*3) 

–1.2 — 1.2 

dB 

NIDLT — — (*3, *4) — — –68 
(–75.7) 

dBm0p 
(dBmp) 

無通話時雑音 
NIDLR — — (*3, *4) — — –72 

(79.7) 
dBm0p 
(dBmp) 

AVT A/LGSX
(*3) 0.285 0.32 0.359 Vrms 

絶対レベル 
AVR 

1020 0 A/LVFRO
(*3) 0.285 0.32 0.359 Vrms 

PSRRT 30 — — dB 電源雑音 
除去比 PSRRR 

雑音周波数 
: 0 ~ 50 

kHz 

雑音レベル
: 50 mVPP

(*3) 
30 — — dB 

注記 : *3. CODEC入出力信号の Gain = 1 
 *4. P-メッセージフｨルタ使用 
  0.320 Vrms = 0 dBm0 = –7.7 dBm
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● ノイズキャンセラ特性 

(VDD = 2.7～3.6 V, Ta = –40～+85°C) 
項目 記号 条件 Min. Typ. Max. 単位

ノイズ減衰量 NRES ホワイトノイズ、音声帯域 13 17 — dB 
 

Measurement System Block Diagram 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
● エコーキャンセラ特性 

(VDD = 2.7～3.6 V, Ta = –40～+85°C) 
項目 記号 条件 Min. Typ. Max. 単位

音響側 
回線側 （コーデック, 16ビット・リ
ニア使用時） 

35 
エコー減衰量 ERES 

回線側 （µ-law PCM使用時） 

— 

30 

— dB 

TACOUD Singleモード — — 59 ms 
TACOUD Dualモード（音響側） — — 59-Tlined ms 消去可能エコー遅延時間 
TLINED Dualモード（回線側） — — 27 ms 

 
Measurement System Block Diagram 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

L.P.F. 
5 kHz 

Analog
AIN NC LOUT

Analog
Level meter 

MSM7731-02

Power supply voltage 3 V
CODEC input gain = 1 
CODEC output gain = 1 

White noise generator 

L.P.F. 
5 kHz 

Analog
RIN ROUT

Analog Delay 

MSM7731-02

Power supply voltage 3 V
CODEC input gain = 1 
CODEC output gain = 1 

White noise generator 

Line or Acoustic
EC 

SOUT SIN 
Analog AnalogLevel meter ATT 

E.R.L 
（echo return loss） 

Echo delay time 

TD 
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• Rin入力レベル 対 エコー減衰量 
 （測定条件） Rin信号 : 5 kHz帯域ホワイトノイズ 

E.R.L  : –6 dB 
遅延時間 : 4 ms 
ATT, GC : OFF 
ノイズフロアー : –60 dBm（P-メッセージフｨルタ未使用） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

• E.R.L 対 エコー減衰量（GLPAD挿入） 
 （測定条件） Rin信号 : 5 kHz帯域ホワイトノイズ 
  Rin入力レベル : –20 dBm（GLPAD = ±0 dB挿入時） 

  : –26 dBm（GLPAD = ±6 dB挿入時） 
  : –32 dBm（GLPAD = ±12 dB挿入時） 
  : –38 dBm（GLPAD = ±18 dB挿入時） 
遅延時間 : 4 ms 
ATT, GC : OFF 
ノイズフロアー : –60 dBm（P-メッセージフｨルタ未使用） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

RIN input level vs. echo attenuation
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• エコー遅延時間 対 エコー減衰量（Dualエコーキャンセラモード/音響側） 
 （測定条件） Rin信号 : 5 kHz帯域ホワイトノイズ 
 Rin入力レベル : –16 dBm 
 E.R.L : –6 dB 
 ATT, GC : OFF 
 ノイズフロアー : –60 dBm（P-メッセージフｨルタ未使用） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

• エコー遅延時間 対 エコー減衰量（Dualエコーキャンセラモード/回線側） 
 （測定条件） Rin信号 : 5 kHz帯域ホワイトノイズ 
 Rin入力レベル : –16 dBm 
 E.R.L : –6 dB 
 ATT, GC : OFF 
 ノイズフロアー : –60 dBm（P-メッセージフｨルタ未使用） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Echo delay time vs. echo attenuation
Dual echo canceller mode (acoustic side)

0 

5 

10 

15 

20 

25 

30 

35 

40 

45 

5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60
Echo delay time [ms]

E
ch

o 
at

te
nu

at
io

n 
[d

B
] 

Echo delay time vs. echo attenuation

5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60
Echo delay time [ms]

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

E
ch

o 
at

te
nu

at
io

n 
[d

B
] 

Dual echo canceller mode (line side) 



FJDL7731-02-14

OKI電子デバイス MSM7731-02
 

26/59 
 

• エコー遅延時間 対 エコー減衰量（Singleエコーキャンセラモード） 
 （測定条件） Rin信号 : 5 kHz帯域ホワイトノイズ 
 Rin入力レベル : –16 dBm 
 E.R.L : –6 dB 
 ATT, GC : OFF 
 ノイズフロアー : –60 dBm（P-メッセージフｨルタ未使用） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

• スロープフｨルタ周波数特性（CODEC周波数特性含む） 
 （測定条件） Rin入力レベル : –16 dBm 
 ノイズフロアー : –60 dBm（P-メッセージフｨルタ未使用） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Echo delay time vs. echo attenuation

Single echo canceller mode

0 

5 

10 

15 

20 

25 

30 

35 

40 

45 

5 10 15 20 25 30 35 40 45 50 55 60
Echo delay time [ms]

E
ch

o 
at

te
nu

at
io

n 
[d

B
] 

Slope filter frequency characteristic

0

10

–60
1001501 1 1501 2001 2501 3001 

Frequency [Hz]

G
ai

n 
 [

dB
] 

–50

–40

–30

–20

–10

3501 



FJDL7731-02-14

OKI電子デバイス MSM7731-02
 

27/59 
 

• エコーキャンセラ特性 データ-1（Line Echo, ホワイトノイズ） 
 （測定条件） Rin信号 : 5 kHz帯域ホワイトノイズ 
 Rin入力レベル : –20 dBm 
 E.R.L : 0 dB 
 ATT, GC : OFF 
 ノイズフロアー : –60 dBm（P-メッセージフｨルタ未使用） 
 エコー減衰量 = 40 dB 

 
• エコーキャンセラ特性 データ-2（Line Echo, 音声） 
 （測定条件） Rin信号 : 音声 
 Rin入力レベル : 約–20 dBm 
 E.R.L : 0 dB 
 ATT, GC : OFF 
 ノイズフロアー : –60 dBm（P-メッセージフｨルタ未使用） 
 エコー減衰量 = 34 dB 

 
• エコーキャンセラ特性 データ-3（Acoustic Echo, 音声） 
 （測定条件） Rin信号 : 音声 
 Rin入力レベル : 約–20 dBm 
 スピーカー出力レベル : 80 dB（A）（at 1m） 
 マイク、スピーカーの距離 : 5 cm 
 GC : OFF 
 ATT, Noise Canceller : ON 
 ノイズフロアー : –60 dBm（P-メッセージフｨルタ未使用） 
 エコー減衰量 = 34 dB 

 
 

Measurement System Block Diagram （Acoustic Echo） 
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■ 機能説明 
 
● コントロールレジスタ 

 
コントロールレジスタのレジスタマップを表 2に示します。 

 
 

表 2 コントロール・レジスタ・マップ 
 

Reg 
Name Address Contents 

 A6 A5 A4 A3 A2 A1 A0 B7 B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0 

R/W

CR0 0 0 0 0 0 0 0 *PDN/RST *RST *#LINEEN #CLKEN #PCMEN #PCMEEN OPE 
*#MCUSEL 

OPE 
*#ECSEL R/W

CR1 0 0 0 0 0 0 1 #DMWR — — — — *GLPADTHR *SLPTHR *#NCSEL1 R/W

CR2 0 0 0 0 0 1 0 — — RPAD6 RPAD5 *RPAD4 *RPAD3 *RPAD2 *RPAD1 R/W

CR3 0 0 0 0 0 1 1 — — TPAD6 TPAD5 *TPAD4 *TPAD3 *TPAD2 *TPAD1 R/W

CR4 0 0 0 0 1 0 0 *LTHR — LHLD *LHD LCLP *NCPAD1 *LATT *LGC R/W

CR5 0 0 0 0 1 0 1 *ATHR — AHLD *AHD ACLP *NCPAD2 *AATT *AGC R/W

CR6 0 0 0 0 1 1 0 A15 A14 A13 A12 A11 A10 A9 A8 R/W

CR7 0 0 0 0 1 1 1 A7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 A0 R/W

CR8 0 0 0 1 0 0 0 D15 D14 D13 D12 D11 D10 D9 D8 R/W

CR9 0 0 0 1 0 0 1 D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0 R/W

CR10 0 0 0 1 0 1 0 GPADA2 GPADA1 LPADA2 LPADA1 GPADL2 GPADL1 LPADL2 LPADL1 R/W

CR11 0 0 0 1 0 1 1 READY — — — — — *#PCMSEL #SYPDN R/W

CR12 0 0 0 1 1 0 0 — — — — — *#NCSEL2 — — R/W

 
注記 * : ポート（端子）との併用制御コントロールビット 
 — : 予約ビット、初期値（“0”）を変更しないで下さい。 
 # : イニシャルモード時のみ変更可能なコントロールビット。 
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(1) CR0 （基本動作モード） 
 

 B7 B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0 

CR0 PDN/RST RST LINEEN CLKEN PCMEN PCMEEN
OPE 

MCUSEL 
OPE 

ECSEL 

初期値（*5） 0 0 0 0 0 0 0 0 
 
注記 : *5. 初期値とは、PDN/RST端子により、リセットをかけた時に設定される値です。 
 （B7の PDN/RSTによりリセットした時も CR0-B7以外は同様に初期値になります） 
 
 

B7・・・・・パワーダウン/リセット 0: パワーオン 1: パワーダウン/リセット 
パワーダウン/リセット時はこの LSI はパワーダウン状態になります。この時、コントロールレジ
スタの各ビット、内部変数およびエコーキャンセラ、ノイズキャンセラのフｨルタ係数はリセット

されます。パワーダウン/リセット解除後、本 LSIはイニシャルモードに入ります。 
本ビットは内部で PDN/RST端子の反転と OR をとり処理されます。端子設定とコントロール
レジスタについての項を参照して下さい。 

 
B6・・・・・リセット制御 0: 通常動作 1: リセット 

リセット時にエコーキャンセラ、ノイズキャンセラのフｨルタ係数はリセットされます。コントロー

ルレジスタは保持します。リセット処理中は無音になります。このビットはエコー経路が変化す

るような場合（通話中の回線切り替え時等）または再通話時に使用して下さい。このビットは

SYNC信号の立ち上がりに同期して読み取りますので、250 µs以上の間状態を保持して下さ
い。また本ビットは内部でRST端子の反転とORをとり処理されます。端子設定とコントロール
レジスタについての項を参照して下さい。 

 
B5・・・・・回線側コーデック・パワーダウン制御 0: 通常動作 1: パワーダウン 

パワーダウンの時、回線側コーデックはパワーダウン状態となり、回線コーデック出力端子は

ハイインピーダンスになり、回線コーデック入力端子はアイドルパターン入力として内部処理

されます。本ビットは内部で LINEEN 端子と OR をとり処理されます。回線側コーデックを使
用しない場合、この制御で低消費電力化を図れます。本ビットはパワーダウン/リセットおよび
イニシャルモード時のみ設定/変更可能です。端子設定とコントロールレジスタについての項
を参照して下さい。 

 
B4・・・・・SYNC, BCLK出力制御 0: ON 1: OFF 

OFF の時、SYNC、BCLK 出力端子はハイインピーダンスになります。この制御は CLKSEL
端子がデジタル“0”の内部クロックモード時に有効になります。外部で SYNC、BCLK クロック
を使用しない場合、この制御で低消費電力化を図れます。本ビットはパワーダウン/リセットお
よびイニシャルモード時のみ設定/変更可能です。 

 
B3・・・・・PCM入出力制御 0: ON 1: OFF 

OFF の時、PCMO 出力端子はハイインピーダンスとなります。また、PCMI 入力端子はアイド
ルパターン入力として内部処理されます。回線側デジタル・インタフｪースを使用しない場合、

この制御で低消費電力化を図れます。本ビットはパワーダウン/リセットおよびイニシャルモー
ド時のみ設定/変更可能です。 
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B2・・・・・PCME入出力制御 0: ON 1: OFF 
OFF の時、PCMEO出力端子はハイインピーダンスとなります。また、PCMEI入力端子はア
イドルパターン入力として内部処理されます。メッセージ送出およびメモ録音等に使用しな

い場合、この制御で低消費化を図れます。本ビットはパワーダウンリセットおよびイニシャル

モード時のみ設定/変更可能です。 
 

B1, 0・・・・動作モード選択 
(0, 0) : イニシャルモード 
リセット/パワーダウン解除後、約 200 msで本モードに入ります。 
本モードでのみ内部デフｫルト格納メモリ変更および CR0-B5～0, CR1-B7・0, 
CR11-B1・0, CR12-B2 の設定が可能です。また本モードではデジタル信号出力端
子はハイインピーダンス、デジタル通信入力端子はアイドルパターン入力として内

部処理され、エコーキャンセラ、ノイズキャンセラは動作しません。また MCUSEL 端
子がデジタル“1”の時は本モードをスキップします。本モードは下記モードに設定す
ることにより解除されます。図 5のフローチャートを参照して下さい。 

 
(1, 0) : Dualエコーキャンセラモード 
音響エコーキャンセラ、回線エコーキャンセラ、およびその他の機能がコントロール

レジスタの制御により動作可能になります。図 6 を参照して下さい。本モードでの消
去可能エコー遅延時間の初期値は以下の設定です。 
音響側エコーキャンセラ消去可能時間: 44 ms 
回線側エコーキャンセラ消去可能時間: 15 ms 

 
(1, 1) : Singleエコーキャンセラモード 
音響エコーキャンセラ、およびその他の機能がコントロールレジスタの制御により動

作可能になります。本モードでは、回線エコーキャンセラ制御は不要です。図 7 を
参照して下さい。本モードでの消去可能エコー遅延時間の初期値は以下の設定で

す。 
音響側エコーキャンセラ消去可能時間: 59 ms 

 
（その他） : 予約ビット （使用不可） 

 
（注） MCUSEL端子と B1、ECSEL端子と B0は内部で ORをとり処理されます。 
 イニシャルモード解除後のイニシャルモードへの復帰は、パワーダウン/リセット 
 により行って下さい。 
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(2) CR1 
 

 B7 B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0 
CR1 DMWR — — — — GLPADTHR SLPTHR NCSEL1
初期値 0 0 0 0 0 0 0 0 

 
 

B7・・・・・内部データメモリ・ライト制御 0: 書き込み禁止 1: 書き込み 
内部データメモリにおいて、CR6（A15～A8）, CR7（A7～A0）に設定されたアドレスに CR8
（D15～D8）, CR9（D7～D0）に設定されたデータを書き込みます。 書き込みはイニシャル
モード時のみ可能です。 詳細は内部データメモリ・アクセス方法を参照して下さい。 

 
B6, 5, 4, 3・・予約ビット    初期値変更禁止 

 
B2・・・・・エコーキャンセラ入出力 PAD制御 0: スルーモード 1: ノーマルモード 

エコーキャンセラの SinL/A 入力に用意された減衰器（LPADL/A）、SoutL/A 出力に用意さ
れた増幅器（GPADL/A）を制御します。レベル設定は CR10で行い、それぞれ±18, 12, 6, 0 
dBが設定可能です。デフｫルトは±12 dBです。エコー・リターン・ロス（エコーの戻り値）が増
幅系の場合に使用して下さい。このビットの設定を変更した場合は、RST端子またはRSTビ
ット（CR0-B6）により係数リセットを必ず行って下さい。また、このビットは SYNC 信号の立ち
上がりに同期して読み取りますので、250 µs 以上の間状態を保持して下さい。本ビットは内
部で GLPADTHR端子と ORをとり処理されます。 

 
B1・・・・・スロープフｨルタ制御 0: ノーマルモード （スロープフｨルタ動作） 1: スルーモード 

送信スロープフｨルタの動作を制御します。スルーモードではフｨルタを停止しデータをスル

ーで出力します。スロープフｨルタは低周波のノイズを軽減し通話品質の改善をします。スロ

ープフｨルタ周波数特性を参照して下さい。また、このビットは SYNC 信号に同期して読み
取りますので、250 µs 以上の間状態を保持して下さい。本ビットは内部で SLPTHR 端子と
ORをとり処理されます。 

 
B0・・・・・ノイズ消去量選択制御 

ノイズキャンセラのノイズ消去量を選択します。スルーモードでは、ノイズキャンセラを停止し

データをスルーで出力します。ノーマルモードでは、ノイズキャンセラは通常動作します。ノ

ーマルモード時のノイズ消去量の選択はイニシャルモード解除後に行われますので、通常

動作中のノイズ消去量の変更は無効になります。ノイズ消去量を変更する場合は

PDN/RST端子または PDN/RSTビット（CR0-B7）によりリセットを行って下さい。また通常動
作中のスルーモードへの変更、およびノーマルモードへの復帰は可能です。本ビットは

NCSEL1端子と ORをとり処理されます。（CR12-B2: NCSEL2参照） 
 

注意） ノイズ消去量とノイズキャンセル後の音質はトレードオフの関係になりますので、音質と
合わせて消去量を選択して下さい。 

 
NCSEL2 NCSEL1 NCモード 消去量 (dB) 音質 

0 0 ノーマルモード 17 
1 1 ノーマルモード 13.5 
1 0 ノーマルモード 8 

良 
 
最良 

0 1 スルーモード — — 
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(3) CR2 （受信側レベル制御） 
 

 B7 B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0 
CR2 — — RPAD6 RPAD5 RPAD4 RPAD3 RPAD2 RPAD1 
初期値 0 0 0 0 0 0 0 0 

 
 

B7, 6・・・・予約ビット    初期値変更禁止 
 

B5, 4, 3, 2, 1, 0・・・・受信レベル設定 (RPAD) 
受信信号ゲイン調整およびMUTE設定ビットです。MUTE レベルの設定値は端子
制御と異なるので注意して下さい。また、このビットは SYNC 信号の立ち上がりに同
期して読み取りますので、250 µs 以上の間状態を保持して下さい。本レジスタを使
用する時は RPAD4-1端子をデジタル “0” に設定して下さい。 

 
(0,0,1,0,1,0)  : 30 dB 
(0,0,1,0,0,1)  : 27 dB 
(0,0,1,0,0,0)  : 24 dB 
(0,0,0,1,1,1)  : 21 dB 
(0,0,0,1,1,0)  : 18 dB 
(0,0,0,1,0,1)  : 15 dB 
(0,0,0,1,0,0)  : 12 dB 
(0,0,0,0,1,1)  : 9 dB 
(0,0,0,0,1,0)  : 6 dB 
(0,0,0,0,0,1)  : 3 dB 
(0,0,0,0,0,0)  : 0 dB 
(1,1,1,1,1,1)  : –3 dB 
(1,1,1,1,1,0)  : –6 dB 
(1,1,1,1,0,1)  : –9 dB 
(1,1,1,1,0,0)  : –12 dB 
(1,1,1,0,1,1)  : –15 dB 
(1,1,1,0,1,0)  : –18 dB 
(1,1,1,0,0,1)  : –21 dB 
(1,1,1,0,0,0)  : –24 dB 
(1,1,0,1,1,1)  : –27 dB 
(1,1,0,1,1,0)  : –30 dB 
(1,1,0,1,0,1)  : –33 dB 
(1,1,0,1,0,0)  : –36 dB 
(1,1,0,0,1,1)  : –39 dB 
(1,1,0,0,1,0)  : –42 dB 
(1,1,0,0,0,1)  : –45 dB 
(1,1,0,0,0,0)  : –48 dB 
(1,0,1,1,1,1)  : –51 dB 
(1,0,1,1,1,0)  : –54 dB 
(1,0,1,1,0,1)  : –57 dB 
(1,0,1,1,0,0)  : –60 dB 
(1,0,1,0,1,1)  : MUTE 
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(4) CR3 （送信側レベル制御） 
 

 B7 B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0 
CR3 — — TPAD6 TPAD5 TPAD4 TPAD3 TPAD2 TPAD1 
初期値 0 0 0 0 0 0 0 0 

 
 

B7, 6・・・・予約ビット    初期値変更禁止 
 

B5, 4, 3, 2, 1, 0・・・・送信レベル設定 (TPAD) 
送信信号ゲイン調整およびMUTE設定ビットです。MUTE レベルの設定値は端子
制御と異なるので注意して下さい。また、このビットは SYNC 信号の立ち上がりに同
期して読み取りますので、250 µs 以上の間状態を保持して下さい。本レジスタを使
用する時は TPAD4-1端子をデジタル “0” に設定して下さい。 

 
(0,0,1,0,1,0)  : 30 dB 
(0,0,1,0,0,1)  : 27 dB 
(0,0,1,0,0,0)  : 24 dB 
(0,0,0,1,1,1)  : 21 dB 
(0,0,0,1,1,0)  : 18 dB 
(0,0,0,1,0,1)  : 15 dB 
(0,0,0,1,0,0)  : 12 dB 
(0,0,0,0,1,1)  : 9 dB 
(0,0,0,0,1,0)  : 6 dB 
(0,0,0,0,0,1)  : 3 dB 
(0,0,0,0,0,0)  : 0 dB 
(1,1,1,1,1,1)  : –3 dB 
(1,1,1,1,1,0)  : –6 dB 
(1,1,1,1,0,1)  : –9 dB 
(1,1,1,1,0,0)  : –12 dB 
(1,1,1,0,1,1)  : –15 dB 
(1,1,1,0,1,0)  : –18 dB 
(1,1,1,0,0,1)  : –21 dB 
(1,1,1,0,0,0)  : –24 dB 
(1,1,0,1,1,1)  : –27 dB 
(1,1,0,1,1,0)  : –30 dB 
(1,1,0,1,0,1)  : –33 dB 
(1,1,0,1,0,0)  : –36 dB 
(1,1,0,0,1,1)  : –39 dB 
(1,1,0,0,1,0)  : –42 dB 
(1,1,0,0,0,1)  : –45 dB 
(1,1,0,0,0,0)  : –48 dB 
(1,0,1,1,1,1)  : –51 dB 
(1,0,1,1,1,0)  : –54 dB 
(1,0,1,1,0,1)  : –57 dB 
(1,0,1,1,0,0)  : –60 dB 
(1,0,1,0,1,1)  : MUTE 
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(5) CR4 （回線エコーキャンセラ設定） 
 

 B7 B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0 
CR4 LTHR — LHLD LHD LCLP NCPAD1 LATT LGC 
初期値 0 0 0 0 0 0 0 0 

 
 

B7・・・・・スルーモード制御 1: スルーモード 0: ノーマルモード（エコーキャンセル動作） 
回線エコーキャンセラのスルーモード制御ビットで RinL, SinLのデータを RoutL, SoutLにそれ
ぞれエコー係数を保持したままスルーで出力します。なおスルーモード時は、LHD, LHLD, 
LATT, LGCの機能は無効になります。また、このビットは SYNC信号に同期して読み取ります
ので、250 µs以上の間状態を保持して下さい。本ビットは内部で LTHR端子とORをとり処理さ
れます。 

 
B6・・・・・予約ビット   初期値変更禁止 

 
B5・・・・・係数更新制御 1: 係数固定 0: 係数更新 
回線エコーキャンセラの適応 FIR フｨルタ（AFF）の係数更新の有無を選択します。この機能は
LTHR がノーマルモードの時、有効になります。また、このビットは SYNC信号に同期して読み
取りますので、250 µs以上の間状態を保持して下さい。 

 
B4・・・・・ハウリングデｨテクタ制御  1: OFF  0: ON 
ハンズフリー等の音響系で発生するハウリングを検出し、消去を行う機能の制御です。この機

能は LTHRがノーマルモードの時、有効になります。また、このビットは SYNC信号に同期して
読み取りますので、250 µs以上の間状態を保持して下さい。本ビットは内部で LHD端子とOR
をとり処理されます。 

 
B3・・・・・センタークリップ制御 1: ON 0: OFF 
回線エコーキャンセラの SoutL出力が–57 dBm0以下の時、強制的に正の最小値にはりつける
センタクリップ機能です。この機能は LTHRがノーマルモードの時、有効になります。また、この
ビットは SYNC信号に同期して読み取りますので、250 µs以上の間状態を保持して下さい。 

 
B2・・・・・NCPAD制御 
ノイズキャンセラの入出力ゲイン調整を行います。このゲイン調整は、ノイズキャンセル後の音

質調整に有効です。ノイズキャンセラの入力レベルが大きい程、音質は良くなります。また、こ

のビットは SYNC信号に同期して読み取りますので、250 µs以上の間状態を保持して下さい。
本ビットは内部で NCPAD1端子と ORをとり処理されます。（CR5-B2;NCPAD2参照） 

 
NCPAD2 NCPAD1 GPADNC (dB) LPADNC (dB) 

0 0 0 0 
0 1 6 –6 
1 0 12 –12 
1 1 18 –18 
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B1・・・・・アッテネータ制御 1: ATT OFF 0: ATT ON 
回線エコーキャンセラのRinL入力、SoutL出力に用意された減衰器（ATTsL, ATTrL）によりハ
ウリングを防止させる ATT 機能の ON/OFF を選択します。RinL のみに入力があった場合は
SoutLの ATT（ATTsL）が挿入されます。SinLのみに入力があった場合および SinL, RinL両
方に入力があった場合は RinL入力のATT（ATTrL）が挿入されます。ATT値はそれぞれ約 6 
dBです。この機能は LTHRがノーマルモードの時、有効になります。また、このビットは SYNC
信号に同期して読み取りますので、250 µs 以上の間状態を保持して下さい。本ビットは内部で
LATT端子と ORをとり処理されます。 

 
B0・・・・・ゲインコントローラ制御 1: GC OFF 0: GC ON 
回線エコーキャンセラの RinL入力に用意されたゲインコントローラ（GainL）により RinL入力レ
ベルの制御やハウリングの防止を行うゲインコントロール機能のON/OFFを選択します。RINの
レベルが–10 dBm0 から効きはじめ 0～–8.5 dB の範囲でレベルを制御します。この機能は
LTHR がノーマルモードの時、有効になります。また、このビットは SYNC信号に同期して読み
取りますので、250 µs以上の間状態を保持して下さい。本ビットは内部で LGC端子と ORをと
り処理されます。 
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(6) CR5 （音響エコーキャンセラ設定） 
 

 B7 B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0 
CR5 ATHR — AHLD AHD ACLP NCPAD2 AATT AGC 
初期値 0 0 0 0 0 0 0 0 

 
 

B7・・・・・スルーモード制御 1: スルーモード 0: ノーマルモード（エコーキャンセル動作） 
音響エコーキャンセラのスルーモード制御ビットで RinA, SinAのデータを RoutA, SoutAにそ
れぞれエコー係数を保持したままスルーで出力します。なおスルーモード時は、AHD, AHLD, 
AATT, AGCの機能は無効になります。また、このビットはSYNC信号に同期して読み取ります
ので、250 µs以上の間状態を保持して下さい。本ビットは内部でATHR端子とORをとり処理さ
れます。 

 
B6・・・・・予約ビット   初期値変更禁止 

 
B5・・・・・係数更新制御 1: 係数固定 0: 係数更新 
音響エコーキャンセラの適応 FIR フｨルタ（AFF）の係数更新の有無を選択します。この機能は
ATHRがノーマルモードの時、有効になります。また、このビットは SYNC信号に同期して読み
取りますので、250 µs以上の間状態を保持して下さい。 

 
B4・・・・・ハウリングデｨテクタ制御 1: OFF 0: ON 
ハンズフリー等の音響系で発生するハウリングを検出し、消去を行う機能の制御です。この機

能はATHRがノーマルモードの時、有効になります。また、このビットは SYNC信号に同期して
読み取りますので、250 µs以上の間状態を保持して下さい。本ビットは内部でAHD端子とOR
をとり処理されます。 

 
B3・・・・・センタークリップ制御 1: ON 0: OFF 
音響エコーキャンセラのSoutA出力が–57 dBm0以下の時、強制的に正の最小値にはりつける
センタクリップ機能です。この機能はATHRがノーマルモードの時、有効になります。また、この
ビットは SYNC信号に同期して読み取りますので、250 µs以上の間状態を保持して下さい。 

 
B2・・・・・NCPAD制御 
ノイズキャンセラの入出力ゲイン調整を行います。このゲイン調整は、ノイズキャンセル後の音

質調整に有効です。ノイズキャンセラの入力レベルが大きい程、音質は良くなります。また、こ

のビットは SYNC信号に同期して読み取りますので、250 µs以上の間状態を保持して下さい。
本ビットは内部で NCPAD2端子と ORをとり処理されます。（CR4-B2: NCPAD1参照） 

 
NCPAD2 NCPAD1 GPADNC (dB) LPADNC (dB) 

0 0 0 0 
0 1 6 –6 
1 0 12 –12 
1 1 18 –18 
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B1・・・・・アッテネータ制御 1: ATT 12 dB 0: ATT 6 dB 
音響エコーキャンセラの RinA入力、SoutA出力に用意された減衰器（ATTsA, ATTrA）により
ハウリングを防止させる ATT 機能の減衰値を選択します。RinA のみに入力があった場合は
SoutAのATT（ATTsA）が挿入されます。SinAのみに入力があった場合および SinA、RinA両
方に入力があった場合はRinA入力のATT（ATTrA）が挿入されます。ATT値はそれぞれ約 6 
dBまたは 12 dBが選択可能です。この機能はATHRがノーマルモードの時、有効になります。
また、このビットは SYNC信号に同期して読み取りますので、250 µs以上の間状態を保持して
下さい。本ビットは内部で AATT端子と ORをとり処理されます。 

 
B0・・・・・ゲインコントローラ制御 1: GC OFF 0: GC ON 
音響エコーキャンセラのRinA入力に用意されたゲインコントローラ（GainA）によりRinA入力レ
ベルの制御やハウリングの防止を行うゲインコントロール機能のON/OFFを選択します。RINの
レベルが-10 dBm0 から効きはじめ 0～–8.5 dB の範囲でレベルを制御します。この機能は
ATHRがノーマルモードの時、有効になります。また、このビットは SYNC信号に同期して読み
取りますので、250 µs以上の間状態を保持して下さい。本ビットは内部で AGC端子と ORをと
り処理されます。 
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(7) CR6 （内部データメモリ書込み用レジスタ） 
 

 B7 B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0 
CR6 A15 A14 A13 A12 A11 A10 A9 A8 
初期値 0 0 0 0 0 0 0 0 

 
B7-0・・・・メモリ上位アドレス制御 

メモリ上位アドレス設定レジスタです。書き込み方法は内部メモリレジスタ・アクセス方法を参

照して下さい。 
 
 

(8) CR7 （内部データメモリ書込み用レジスタ） 
 

 B7 B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0 
CR7 A7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 A0 
初期値 0 0 0 0 0 0 0 0 

 
B7-0・・・・メモリ下位アドレス制御 

メモリ下位アドレス設定レジスタです。書き込み方法は内部メモリレジスタ・アクセス方法を参

照して下さい。 
 
 

(9) CR8 （内部データメモリ書込み用レジスタ） 
 

 B7 B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0 
CR8 D15 D14 D13 D12 D11 D10 D9 D8 
初期値 0 0 0 0 0 0 0 0 

 
B7-0・・・・メモリ上位データ制御 

メモリ上位データ設定レジスタです。書き込み方法は内部メモリレジスタ・アクセス方法を参

照して下さい。 
 
 

(10) CR9 （内部データメモリ書込み用レジスタ） 
 

 B7 B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0 
CR9 D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 D0 
初期値 0 0 0 0 0 0 0 0 

 
B7-0・・・・メモリ下位データ制御 

メモリ下位データ設定レジスタです。書き込み方法は内部メモリレジスタ・アクセス方法を参

照して下さい。 
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(11) CR10 (エコーキャンセラ入出力レベル設定) 
 

 B7 B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0 

CR10 GPADA2 GPADA1 LPADA2 LPADA1 GPADL2 GPADL1 LPADL2 LPADL1

初期値 0 0 0 0 0 0 0 0 
 

B7, 6・・・・音響側出力レベル制御 
音響エコーキャンセラ出力 SoutA のゲイン用 PAD のレベル制御です。PAD の ON/OFF
制御はGLPADTHR端子またはGLPADTHRコントロールレジスタ（CR1-B2）で行います。
設定値は，LPADA2,1レベルと同等のプラス側レベルを設定することをお奨めします。この
ビットの設定を変更した場合は、RST端子または RST ビット（CR0-B6）により係数リセットを
必ず行って下さい。また、このビットは SYNC信号に同期して読み取りますので、250 µs以
上の間状態を保持して下さい。 
(0,1)  :  +18 dB 
(0,0)  :  +12 dB 
(1,1)  :  + 6 dB 
(1,0)  :    0 dB 

 
B5, 4・・・・音響側入力レベル制御 

音響エコーキャンセラ入力 SinAのロス用 PADのレベル制御です。PADの ON/OFF制御
は GLPADTHR端子または GLPADTHR コントロールレジスタ（CR1-B2）で行います。設
定値はエコー・リターン・ロス（エコーの戻り値）が減衰系になるようにレベルを設定して下さ

い。このビットの設定を変更した場合は、RST端子または RSTビット（CR0-B6）により係数リ
セットを必ず行って下さい。また、このビットは SYNC 信号に同期して読み取りますので、
250 µs以上の間状態を保持して下さい。 
(0,1)  :  –18 dB 
(0,0)  :  –12 dB 
(1,1)  :  –6 dB 
(1,0)  :   0 dB 

 
B3, 2・・・・回線側出力レベル制御 

回線エコーキャンセラ出力 SoutL のゲイン用 PAD のレベル制御です。PAD の ON/OFF
制御はGLPADTHR端子またはGLPADTHRコントロールレジスタ（CR1-B2）で行います。
設定値は， LPADL2,1 レベルと同等のプラス側レベルを設定することをお奨めします。こ
のビットの設定を変更した場合は、RST端子または RST ビット（CR0-B6）により係数リセット
を必ず行って下さい。また、このビットは SYNC 信号に同期して読み取りますので、250 µs
以上の間状態を保持して下さい。 
(0,1)  :  +18 dB 
(0,0)  :  +12 dB 
(1,1)  :  + 6 dB 
(1,0)  :    0 dB 
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B1, 0・・・・回線側入力レベル制御 
回線エコーキャンセラ入力 SinLのロス用 PADのレベル制御です。PADの ON/OFF制御
は GLPADTHR 端子または GLPADTHR コントロールレジスタ(CR1-B2)で行います。設
定値はエコー・リターン・ロス（エコーの戻り値）が減衰系になるようにレベルを設定して下さ

い。このビットの設定を変更した場合は、RST端子または RSTビット（CR0-B6）により係数リ
セットを必ず行って下さい。また、このビットは SYNC 信号に同期して読み取りますので、
250 µs以上の間状態を保持して下さい。 
(0,1)  :  –18 dB 
(0,0)  :  –12 dB 
(1,1)  :  –6 dB 
(1,0)  :   0 dB 
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(12) CR11 （SYNC-PDWN制御レジスタ） 
 

 B7 B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0 
CR11 READY — — — — — PCMSEL SYPDN
初期値 0 0 0 0 0 0 0 0 

 
B7・・・・・データ書き込み表示   1: 書き込み可能 0: 書き込み禁止 
パワーダウン/リセット解除後、本 LSI はイニシャルモードに入ります。イニシャルモード時のみ
本ビットは“1”となり内部データメモリアクセスが可能になります。本ビットをチｪックすることにより
外部MCUで書き込み可能状態にあるかを検出できます。 

 
B6-2・・・・予約ビット    初期値変更禁止 

 
B1・・・・・PCM符号形式制御 1: µ-law PCM 0: 16ビットリニア 
デジタルデータ通信の符号形式選択ビットです。デジタル“1”でµ-law PCM 符号形式,デジタ
ル“0”で 16ビット・リニア（2’コンプリメント）符号形式が選択されます。尚 BCLK信号が内部クロ
ック選択時の出力クロック周波数は、本ビットの設定に因らず PCMSEL端子の設定に依存しま
すのでご注意下さい。デジタルインタフｪースを使用しない場合は、このビットをデジタル“0”の
16 ビット・リニア符号形式に設定して下さい。この設定は PCMSEL 端子と OR 処理されますの
で端子により制御する時はこのビットをデジタル“0”に設定して下さい。本ビットはパワーダウン/
リセットおよびイニシャルモード時のみ設定/変更可能です。 

 
B0・・・・・SYNC-PDWN制御 1: PDN/RSTパワーダウン 0: PDWNパワーダウン 

SYNC 信号をデジタル“1”またはデジタル“0”に固定することにより自動的にパワーダウン状態
になる機能の制御ビットです。この機能は CLKSEL端子により外部クロックモードが選択された
時に有効になります。パワーダウンは、以下の 2種類が選択可能です。 
・PDN/RSTパワーダウン 
SYNC信号が 8 kHz以上変化しない場合、本 LSIは自動的にコントロールレジスタ・PDN/RST 
（CR0-B7）にデジタル“1”内部書き込みを行い、パワーダウン/リセット状態になります。通常動
作への復帰は、PDN/RST端子または PDN/RST ビット（CR0-7）によりリセットを行うことで復帰
します。復帰後の状態は、電源投入後のリセット時と同等です。 
・PDWNパワーダウン 
SYNC 信号が 8 kHz以上変化しない場合、本 LSI は自動的にパワーダウン状態になります。
パワーダウン時、アナログ出力は“0”出力（無音）、SG出力は約 1.4 Vを保持します。通常動作
への復帰は、SYNC 信号の立ち上がりを検出して復帰します。復帰後の状態は、内部変数お
よびエコーキャンセラ、ノイズキャンセラのフｨルタ係数がリセットされます。コントロールレジスタ

の各ビットは保持され、約 200 ms後通常動作になります。 
 

 PDN/RSTパワーダウン PDWNパワーダウン 
SYPDN (CR11-B0) 1 0 
SYNC停止後の内部処理 PDN/RST (CR0-B7) = 1 無音制御 
パワーダウン解除方法 PDN/RST端子又はビット SYNC立ち上がりエッジ 
パワーダウン解除後 ・リセット 

 コントロールレジスタ各ビット 
 内部変数 
 エコーキャンセラ・フｨルタ係数 
 ノイズキャンセラ・フｨルタ係数 

・リセット 
 内部変数 
 エコーキャンセラ・フｨルタ係数 
 ノイズキャンセラ・フｨルタ係数 
・保持 
 コントロールレジスタ各ビット 

消費電流 標準 0.02 mA TBD （10 mA予定） 
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(13) CR12 （予約レジスタ） 
 

 B7 B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0 
CR12 — — — — — NCSEL2 — — 
初期値 0 0 0 0 0 0 0 0 

 
B7, 6, 5, 4, 3・予約ビット    初期値変更禁止 

 
B2・・・・・ノイズ消去量選択制御 
ノイズキャンセラのノイズ消去量を選択します。スルーモードでは、ノイズキャンセラを停止しデ

ータをスルーで出力します。ノーマルモードでは、ノイズキャンセラは通常動作します。ノーマ

ルモード時のノイズ消去量の選択はイニシャルモード解除後に行われますので、通常動作中

のノイズ消去量の変更は無効になります。ノイズ消去量を変更する場合はPDN/RST端子また
は PDN/RST ビット（CR0-B7）によりリセットを行って下さい。また通常動作中のスルーモードへ
の変更、およびノーマルモードへの復帰は可能です。本ビットはNCSEL2端子とORをとり処理
されます。（CR1-B0: NCSEL1参照） 

注意） ノイズ消去量とノイズキャンセル後の音質はトレードオフの関係になりますので、音質と合わせ
て消去量を選択して下さい。 

 
NCSEL2 NCSEL1 NCモード 消去量 (dB) 音質 

0 0 ノーマルモード 17 
1 1 ノーマルモード 13.5 
1 0 ノーマルモード 8 

良 
 
最良 

0 1 スルーモード — — 
 
 

B1, 0・・・・予約ビット    初期値変更禁止 
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■ 端子設定とコントロールレジスタについて 
 
本LSIは同一機能を端子またはコントロールレジスタで併用制御可能です。これは、LSI内部でOR処理を
行い実現させるため、例えば端子により制御する場合はコントロールレジスタの設定が重要になります。以

下に端子制御する場合のコントロールレジスタの値、またコントロールレジスタ制御する場合の端子の設定

を表します。端子により制御する時のコントロールレジスタ設定は PDN/RST 端子または PDN/RST ビット
（CR0-B7）によりリセットを行った時に設定される初期値です。 

 
 

表 3  端子とコントロールレジスタの関係 
 

機能名 コントロールレジスタにより 
制御する時の端子設定 

端子により制御する時の 
コントロールレジスタ設定 

LINEEN デジタル “0” 0 
PDN/RST デジタル “1” 0 
PCMSEL デジタル “0” 0 
ECSEL デジタル “0” 0 
LTHR/ATHR デジタル “0” 0 
LHD/AHD デジタル “0” 0 
LATT/AATT デジタル “0” 0 
LGC/AGC デジタル “0” 0 
GLPADTHR デジタル “0” 0 
SLPTHR デジタル “0” 0 
RST デジタル “1” 0 
MCUSEL デジタル “0” 0 
RPAD4-1 デジタル “0” 0 
TPAD4-1 デジタル “0” 0 
NCSEL1, 2 デジタル “0” 0 
NCPAD1, 2 デジタル “0” 0 
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■ マイコンによる制御方法 
 
シリアル・マイコン・インタフｪースによるマイコン制御を行う場合の制御方法を以下に示します。 

 
 
 開始 

CR6設定

CR7設定

CR8設定

CR9設定

CR1 = 80h 

連続設定

通話開始 

CR1 = 00h No

Yes
No

Yes

電源投入 

PDN/RST設定 

PDN/RST解除 

CR11-B7 = 1 

内部データメモリ 
アクセス実行 

No 

Yes

Yes 
No 

CR1～CR12設定* 

CR0設定

CR11-B7 = 0 
No 

Yes

内部データメモリ 
・アクセス 

イニシャルモード

＊ CR11 については、READY ビット（CR11-B7）の内部書き込みが行われており、外
部からの書き込みのタイミングとバッティングしてしまう可能性があります。従って、

CR11 書き込み後は、必ず、読み出しを実行し、所望のデータの書き込みが成功し
たことを確認し、期待値が読み出されなかった場合、再書き込みを実施して下さい。 
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■ 内部データメモリ・アクセス方法 
エコーキャンセラ・消去可能遅延時間、アッテネータ減衰量、ノイズキャンセラ・ノイズ消去量のデフｫルト値

をイニシャルモード時（CR0-B1～0 = “00”）に変更することが可能です。 
下記手順を参照して下さい。 

 
1. デフｫルト値格納メモリアドレスを設定します。（CR6, 7） 
2. 変更値（データ）を設定します。（CR8, 9） 
3. 書き込みコマンドを設定します。（CR1-B7 = “1”） 

 
書き込み終了後、書き込みコマンド（CR1-B7）は“0”クリアされます。 
また、連続書き込み可能です。 

 
（例） Singleエコーキャンセラモードの音響エコーキャンセラ消去可能遅延時間を 30 msに変更する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
尚、本 LSI を以下の設定にてご使用頂いている場合、外部から供給される SYNC、及び、BCLKが停止す
ると、PDWN パワーダウン状態に遷移します。その後、SYNC、及び、BCLK の入力が再開すると、自ら
PDWNパワーダウン状態を脱し、通常動作に復帰しますが、CR6～CR9を用いた内部データメモリアクセス
の手法により初期値の変更を施したもの（内部変数）は、クリアされ、初期値に戻りますのでご注意願います。

尚、CR0～CR5、CR10～CR12に設定された値は通常動作復帰時にも保持されます。 
 
・ CLKSEL端子＝デジタル”1”（外部クロックモード） 
・ CR12-B0（SYPDN ビット）＝”0” 

開始

CR6 = 00h 

CR7 = 9Bh 

CR8 = 00h 

CR9 = F0h 

CR1 = 80h 

連続設定

終了

CR1 = 00h 
No

Yes
No

Yes

上位アドレス設定 

下位アドレス設定 

上位データ設定 

下位データ設定 

書き込み制御 

書き込み完了確認 

アドレス: 009Bh、データ: 00F0h
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● エコーキャンセラ消去遅延時間 

 
エコーキャンセラの消去可能遅延時間を以下に示します。 

 
(1) Singleエコーキャンセラモード 
 ・音響エコーキャンセラ 
  デフｫルト 59 ms 
  変更可能範囲 0.5～59 ms（0.5 ms ステップ） 
 ・回線エコーキャンセラ 動作停止 

 
(2) Dualエコーキャンセラモード（音響、回線エコーキャンセラ動作） 

 
 条件 音響側遅延時間 + 回線側遅延時間 ≦ 59 ms 

 
 ・音響エコーキャンセラ 
  デフｫルト 44 ms 
  変更可能範囲 0.5～58.5 ms（0.5 ms ステップ） 
 ・回線エコーキャンセラ 
  デフｫルト 15 ms 
  変更可能範囲 0.5～27 ms（0.5 ms ステップ） 

 
 
格納メモリアドレスを以下に示します。 

 
(1) Singleエコーキャンセラモード 
 音響エコーキャンセラ遅延時間格納メモリアドレス 009Bh 

 
(2) Dualエコーキャンセラモード（音響、回線エコーキャンセラ動作） 
 音響エコーキャンセラ遅延時間格納メモリアドレス 0099h 
 回線エコーキャンセラ遅延時間格納メモリアドレス 009Ah 

 
 遅延時間の計算方法を以下に示します。 
 遅延時間（秒） × 8000 = 遅延時間データ (HEX) 

 
 例） 30 ms 
 0.03 × 8000 = 240 (DEC) 
  = 00F0 (HEX) 

 
エコーキャンセラ・モード エコーキャンセラ アドレス デフｫルト時間 デフｫルト・データ 変更可能範囲

音響側 0099h 44 ms 0160h 0.5～58.5 ms
Dualエコーキャンセラ 

回線側 009Ah 15 ms 0078h 0.5～27.0 ms

音響側 009Bh 59 ms 01D8h 0.5～59.0 ms
Singleエコーキャンセラ 

回線側 — — — — 
 
注意: Dualエコーキャンセラモード条件 

音響側エコーキャンセラ遅延時間 + 回線側エコーキャンセラ遅延時間 ≦ 59 ms 
: 設定遅延時間条件 

0.5 ms ステップ （刻み幅）  
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● ノイズ消去量 

 
ノイズ消去量と音質はトレードオフの要素になります。すなわち消去量を上げると音質が悪くなり、消去

量を下げると音質がよくなります。本チップでは下記の組み合わせが選択可能です。音質と合わせて消

去量を選択して下さい。また、内部データメモリ・アクセス方法により下記の組み合せを選択する場合は、

NCSEL1/NCSEL2の端子及びビットを 
NCSEL1端子及びビット（CR1-B0） = 0 
NCSEL2端子及びビット（CR12-B2） = 0 
に設定して下さい。 

 
データ 1 データ 2 ノイズ消去量 [dB] 

アドレス 01C8h 01C2h 
音質 

17 （デフｫルト） 2000h 0005h 良 
14 3333h 0005h  

13.5 3333h 0004h  
12 4666h 0005h  
11 4666h 0003h  
10 5999h 0005h  
10 6CCCh 0005h  
9 6666h 0005h  
8 5999h 0002h  
8 2000h 0001h  
8 3333h 0001h  
7 4666h 0001h  
7 5999h 0001h  
6 6666h 0001h 最良 
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● アッテネータ機能の減衰量 
エコーキャンセラのアッテネータ機能（ATTsL/ATTrL, ATTsA/ATTrA）の減衰量（ATT 値）は、下記の
組合せが選択可能です。エコー消去量と合わせて選択して下さい。減衰量選択に際し、以下の点に注

意して下さい。 
1. 減衰量を上げると半二重（Half Duplex）に近くなります. 
2. 減衰量を上げると語尾/語頭の音切れが発生します。 
3. 減衰量を上げると背景ノイズの音量変化が顕著に現れます。（ATTs/ATTrの切り替わりによる） 
また、内部データメモリ・アクセス方法により下記の組み合せを選択する場合は、AATT 、および LATT 
の端子およびビットを以下のように設定してください。 

ECSEL 端子＝１ の場合、または、ECSEL 端子＝0 かつ CR0-B1 、0 ＝（1 、1）の場合 
・ AATT 端子及びビット（CR5-B1）= 0 ；LATT 端子及びビット（CR4-B1）= “Don’t care” 
ECSEL 端子＝0 で、かつ、CR0-B1 、0 ＝（1 、0）の場合 
・ AATT 端子及びビット（CR5-B1）= 0 ；LATT 端子及びビット（CR4-B1）＝0 
尚、ATTsA と ATTrA の減衰量を別々な値に設定すること、および、ATTsL と ATTrL を別々な値に
設定することはできますが、ATTsA と ATTsL の減衰量、および、ATTrA と ATTrL の減衰量は、常
に同じ値に設定されます。 

 

データ1 データ 1 

ATTrA / 
ATTrL 
減衰量 

[dB] 
アドレス 0199h 

ATTrA / 
ATTrL 
減衰量 

[dB] 
アドレス 0199h 

0 7FFFh 8 32F5h 

1 7214h 9 2D6Ah 

2 65Ach 10 287Ah 

3 5A9Dh 11 2413h 

4 50C3h 12 2000h 

5 47FAh 18 1000h 

6* 4000h 24 0800h 

7 392Ch   

* デフォルト 
 

データ2 データ3 データ 4 データ 5 データ 2 データ 3 データ 4 データ 5 

ATTsA 
/ ATTsL 
減衰量 

[dB] 
アドレス 019Ch 019Fh 01A2h 01A5h

ATTsA 
/ ATTsL
減衰量 

[dB] 
アドレス 019Ch 019Fh 01A2h 01A5h 

0 7FFFh 7FFFh 7FFFh 7FFFh 8 4000h 34F5h 34F5h 32F5h 

1 7214h 7214h 7214h 7214h 9 4000h 2F6Ah 2F6Ah 2D6Ah 

2 65ACh 65ACh 65ACh 65ACh 10 4000h 2A7Ah 2A7Ah 287Ah 

3 5A9Dh 5A9Dh 5A9Dh 5A9Dh 11 4000h 2613h 2613h 2413h 

4 50C3h 50C3h 50C3h 50C3h 12 4000h 2200h 2200h 2000h 

5 47FAh 47FAh 47FAh 47FAh 18 4000h 2000h 1200h 1000h 

6* 4200h 4200h 4200h 4000h 24 4000h 2000h 1000h 0800h 

7 4000h 3B2Ch 3B2Ch 392Ch      

* デフォルト 
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■ 外付けスピーカアンプのゲイン調整方法 

MSM7731 のエコーキャンセラは、エコーキャンセラ出力（例: AVFRO）からエコーキャンセラ入力（例: 
AGSX）のエコー経路で出力波形の飽和（クリッピング）が生じると、著しくエコー消去量が下がります。即ち、
外付けスピーカアンプ等でゲインを上げすぎ、出力波形がクリッピングを起こすとエコー消去量は下がりま

す。 
 
調整方法 1 
ゲイン調整は以下の点に注意して行って下さい。 

1. エコーキャンセラ出力端子（AVFRO/LVFRO端子） 
 常に 1.3 Vpp 以下（標準レベルを–20 dBm0）になるように AGSX/LGSX ゲインまたは

RPAD/TPADを調整する。 
2. 外付けスピーカアンプ出力端子 

 常に最大出力振幅以下になるように調節する。 
 
調整方法 2 
調整方法 1 ではスピーカ出力（音量）が小さすぎるため、音声信号のクリッピングが生じても出力を大きく
したい場合の調整方法を以下に示します。この調整方法は、エコー経路ではクリッピングを起こさずに、

エコーキャンセラ受信入力でクリッピングを起こし音量調整を行う方法です。 
1. 外付けスピーカアンプのゲイン決定 

 MSM7731のアナログ最大出力振幅と外付けスピーカアンプ最大出力振幅から 
 スピーカアンプのゲインを決定する。 
 （例） MSM7731 AVFRO最大出力振幅 = 1.3 VPP 
 APWI と AOUTのゲイン = 1 
 外付けスピーカアンプ最大出力振幅 = 10 VPP 

 
 外付けスピーカアンプゲイン 
 ゲイン =スピーカアンプ最大出力振幅/AVFRO最大出力振幅 
 = 10/1.3 
 = 7.6以下 

2. スピーカ出力の調整 
 エコーキャンセラの受信入力（RPAD）で音量調整を行う。 

 
 下記に回路図を示します。 
 （例） MSM7731 AVFRO最大出力振幅 = 1.3 VPP 
 APWI と AOUTのゲイン = 1 
 外付けスピーカアンプ最大出力振幅 = 10 VPP 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

AVFRO

APWI

AOUT

20 kΩ

20 kΩ 10 kΩ

C

CODECエコー 
キャンセラ 

RPAD 

MSM7731 

-
+

68 kΩ 

スピーカアンプ 

スピーカ
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■ MSM7731-01との違いについて 
 

機能 制御法 MSM7731-01 MSM7731-02 

MCU制御 
・ イニシャルダウンロードにより可変 
・ NCTHRビットにより 17 dB、スルー
選択可 

・ イニシャルダウンロードにより可
 変 
・ NCSEL1, 2ビットにより 17 dB,
 13.5 dB, 8 dBスルー選択可 ノイズ消去量選択 

端子制御 ・ NCTHR端子により 17 dB、スルー
選択可 

・ NCSEL1, 2端子により 17 dB, 
13.5 dB, 8 dBスルー選択可 

MCU制御 ・ 無し ・ NCPAD1, 2ビットにより±0 dB,
±6 dB, ±12 dB, ±18 dB選択可ノイズキャンセラ入出力

ゲイン調整機能 
端子制御 ・ 無し ・ NCPAD1, 2端子により±0 dB, 

±6 dB, ±12 dB, ±18 dB選択可 

MCU制御 
・ イニシャルダウンロードにより可変 
・ AATTビットにより 0 dB、6 dB選択
可 

・ イニシャルダウンロードにより可
変 
・ AATTビットにより 6 dB, 12 dB
選択可 

音響エコーキャンセラ・

アッテネータ機能 

端子制御 ・ AATT端子により 0 dB, 6 dB選択
可 

・ AATT端子により 6 dB, 12 dB 
選択可 

MCU制御 ・ AHLD, LHLDビットにより 
 ON/OFF選択可 

・ AHLD, LHLDビットにより 
ON/OFF選択可 回線・音響エコーキャン

セラ係数更新機能 
端子制御 ・ AHLD, LHLD端子により 

 ON/OFF選択可 ・ 常時更新（ON） 

MCU制御 
・ SYPDNビットによりパワーダウン 
機能（PDN/RST）の ON/OFF 
選択可（*1） 

・ SYPDNビットによりパワーダウ
ン機能（PDN/RST）の ON/OFF
選択可（*1） SYNCパワーダウン 

端子制御 ・ 無し ・ 常時動作（ON） 
パワーダウン（PDWN）（*1） 

 
*1: コントロールレジスタ CR11の説明を参照して下さい。 
 
 

1. 端子変更 
(MSM7731-01) (MSM7731-02) 
NCTHR → NCSEL1 
TEST8 → NCSEL2 
LHLD → NCPAD1 
AHLD → NCPAD2 

 
2. コントロールレジスタ変更 
コントロールレジスタ  (MSM7731-01)  (MSM7731-02) 
CR1-B0   NCTHR  → NCSEL1 
CR12-B2     X  → NCSEL2 
CR4-B2   LHLD  → NCPAD1 
CR5-B2   AHLD  → NCPAD2 
CR4-B5     X  → LHLD 
CR5-B5     X  → AHLD 
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3. 機能変更 
  機能    （MSM7731-02） 
ノイズ消去量選択機能   機能追加（17 dB, 13.5 dB, 8 dB スルー選択可） 
ノイズキャンセラ入出力ゲイン調整機能 機能追加（±0 dB, ±6 dB, ±12 dB, ±18 dB選択可） 
音響エコーキャンセラ係数更新機能 端子制御不可  
回線エコーキャンセラ係数更新機能 端子制御不可 
音響エコーキャンセラアッテネータ機能 減衰量変更、OFF機能削除（6 dB, 12 dB選択可） 
SYNCパワーダウン機能  制御変更（PDN/RSTパワーダウン、PDWNパワーダウン） 
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■ 使用上の注意 
 

1. 本LSIの誤動作および特性劣化を防ぐため、雑音（特に高周波のスパイク性雑音やパルス性雑音）の小
さい安定した電源を使用して下さい。 

 
2. 電気的特性を保証するため、電源のバイパスコンデンサは高周波特性の良いコンデンサを使用し、LSI
端子の近傍に設置して下さい。 

 
3. 電気的特性を保証するため、アナログ信号グランド（SG 端子）のバイパスコンデンサは高周波特性の良
いコンデンサを使用し、LSI端子の近傍に設置して下さい。 

 
4. AGND, DGND1, 2端子はできる限り短く低インピーダンスでシステムグランドと接続して下さい。 

 
5. スピーカーアンプを外付けする場合は別電源としノイズが回り込まないよう注意して下さい。 

 
6. スピーカーアンプを外付けする場合は、スピーカーアンプの出力がオーバーフロー（飽和）しないよう注
意してゲイン調整を行って下さい。スピーカーアンプの出力でオーバーフローが生じるとエコー減衰量

が劣化します。 
 

7. アナログ入力は、オーバーフローしないように 1.3VPP以下にレベル設定を行って下さい。1.3 VPP以上の

信号が入力されると、音声が歪みます。 
 

8. E.R.L（エコー・リターン・ロス）は減衰系になるように設定して下さい。また、増幅系になる場合は GLPAD
機能を使用することを推奨します。 

 E.R.L はエコーキャンセラ出力（RoutA/RoutL）からエコーキャンセラ入力（SinA/SinL）までのエコー量の
減衰（ロス）を言います。E.R.L対エコー減衰量の特性図参照。 

 
9. 推奨入力レベルは、–10～–20 dBm0です。RIN入力レベル対エコー減衰量の特性図参照。 

 
10. 音量調整を行う場合は、エコーキャンセラの入力（RinA/RinL）の位置で調整を行う事を推奨します。 

Dualエコーキャンセラモードの時 : TPAD, RPADで音量調節を行う 
Singleエコーキャンセラモードの時 : TPAD, RPAD もしくは、1.3 VPP以下でアナログ入力（LIN）で音

量調節を行う 
 

11. エコー経路が変化するような場合（再通話時）は、PDN/RST端子、PDN/RSTビット、RST端子、RSTビ
ットのいずれかにより、エコーキャンセラの係数リセットを行うことを推奨します。 

 
12. 電源投入後は、必ず PDN/RST端子により、リセットを行って下さい。 
 
13. 本 LSIの能力を最大限ひきだすため 

AATT/LATT : ON 
AGC/LGC : ON 
SLPTHR : ノーマルモード（スロープフｨルタ動作） 
NCTHR : ノーマルモード（ノイズキャンセラ動作） 
RPAD6-1 : 受信信号の音量調節（ボリューム） 
TPAD6-1 : 送信信号の音量調節（ボリューム） 

を使用することを推奨します。 
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■ 応用回路例（1） 
 
回線アナログインタフｪース、端子制御の時 
(NCSEL = 13.5 dB, NCPAD = ±6 dB, TPAD = 9 dB) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

LVFRO 
LPWI 
LOUT 
LGSX 
LIN 
SYNC 
BCLK 
PCMI 
PCMO 
PCMEI 
PCMEO 
DEN 
EXCK 
DIN 
DOUT 
PDN/RST 
RST 
CLKSEL 
SYNCSEL
TEST1 
TEST2 
TEST3 
TEST4 
TEST9 
DVDD1 
DVDD2 
DGND1 
DGND2 
AVDD 
AGND 
SG 

AVFRO
APWI
AOUT
AGSX

AIN
NCSEL1
NCSEL2
NCPAD1
NCPAD2

ATHR
AHD

AATT
AGC

LTHR
LHD

LATT
LGC

LINEEN
PCMSEL
SLPTHR
MCUSEL

ECSEL
GLPADTHR

TPAD1
TPAD2
TPAD3
TPAD4
RPAD1
RPAD2
RPAD3
RPAD4

MCK/X1 X2

携帯電話 
インタ 
フェース 

ライン 

20 kΩ 20 kΩ 

20 kΩ 

20 kΩ 

20 kΩ 

1 kΩ 

1 µF 

20 kΩ 

20 kΩ 

1 µF 

3 V(D) 

3 V(D) 

3 V(D) 

3 V(D) 3 V(D) 

10 µF 10 kΩ 

10 µF 

0.1 µF

0.1 µF 

10 µF 

0.1 µF

1 MΩ

19.2 MHz

10 pF 10 pF

+ 

+ 

+ 

RESET 

SP

MIC 

スピーカ 
アンプ 

ロータリ

スイッチ

3 V(A) 

MSM7731-02
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■ 応用回路例（2） 
 
回路デジタルインタフｪース、MCU制御の時 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

LVFRO 
LPWI 
LOUT 
LGSX 
LIN 
SYNC 
BCLK 
PCMI 
PCMO 
PCMEI 
PCMEO 
DEN 
EXCK 
DIN 
DOUT 
PDN/RST 
RST 
CLKSEL 
SYNCSEL
TEST1 
TEST2 
TEST3 
TEST4 
TEST9 
DVDD1 
DVDD2 
DGND1 
DGND2 
AVDD 
AGND 
SG 

AVFRO
APWI
AOUT
AGSX

AIN
NCSEL1
NCSEL2
NCPAD1
NCPAD2

ATHR
AHD

AATT
AGC

LTHR
LHD

LATT
LGC

LINEEN
PCMSEL
SLPTHR
MCUSEL

ECSEL
GLPADTHR

TPAD1
TPAD2
TPAD3
TPAD4
RPAD1
RPAD2
RPAD3
RPAD4

MCK/X1 X2

コント 
 
ローラ 

20 kΩ 

20 kΩ 

20 kΩ 

1 kΩ 

1 µF 
3 V(D) 

3 V(D) 

10 µF 

10 µF 

0.1 µF 

0.1 µF 

10 µF 

0.1 µF 

1 MΩ

19.2 MHz

10 pF 10 pF

+ 

+ 

+ 

RESET 

SP

MIC

スピーカ 
アンプ 

DOUT
DIN

BCLK

SYNC

3 V(A) 

MSM7731-02
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■ パッケージ寸法図 
 

QFP64-P-1414-0.80-BK

Mirror finish

パッケージ材質 エポキシ樹脂

リードフレーム材質 42アロイ
端子処理方法・材質 半田メッキ(�5�m)
パッケージ質量 (g) 0.87 TYP.5
版数/改版日 6版/01.2.23

 
 
注）鉛フリーパッケージも対応可能です。別途お問い合わせ下さい。 
 
表面実装型パッケージ実装上の注意 
 
表面実装型パッケージは、リフロー実装時の熱や保管時のパッケージの吸湿量等に大変影響を受けやすい

パッケージです｡したがって、リフロー実装の実施を検討される際には、その製品名、パッケージ名、ピン数、パ

ッケージコード及び希望されている実装条件（リフロー方法、温度、回数）、保管条件などを弊社担当営業まで

必ずお問い合わせ下さい｡ 
 

（単位 : mm）
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■ 改版履歴 
 

ページ 
ドキュメント No. 発行日 

改版前 改版後
変更内容 

FJDL7731-02-03 2000.1 – – 第 3版発行 

6 6 誤字訂正 

15 15 推奨動作条件中の同期信号幅仕様の単位訂正（ns
→µs） 

20 20 デジタルインタフｪース仕様中の EXCK クロック周波
数の下限仕様削除 

44 44 マイコンによる制御方法中のチャート内に CR11書き
込み時の注記追加 

51 51 使用上の注意の 12項の訂正 

FJDL7731-02-04 2002.1.29 

– 55 改版履歴の追加 

15 15 推奨動作条件の表（罫線）を一部変更 

16 16 直流特性中の高レベルデジタル出力電圧下限仕様
の緩和 

FJDL7731-02-05 2002.2.25 

47 48 アッテネータ機能の減衰量設定オプションの拡張 

12 12 NCPAD2,1端子の取り込みタイミングの補足記述追
記 

FJDL7731-02-06 2002.3.6 
18 18 「注記: *2.」中の NCTHR（MSM7731-01での旧端子

名）を NCPAD2-1および NCSEL2-1に誤記訂正 

FJDL7731-02-07 2002.4.16 2 2 ブロック図中の一部端子名の脱落を修正 

FJDL7731-02-08 2002.6.5 21 21 “マイコンインタフェース出力タイミング”の内容を一部
変更 

FJDL7731-02-09 2002.8.15 48 48 ATTsA / ATTsL減衰量を 5dB とする場合のデータ 2
～データ 5の値の誤記訂正 

33 33 RPAD設定ビットの行タイトルの脱字修正 
B5, 4, 3, 2, 1 → B5, 4, 3, 2, 1, 0 

34 34 TPAD設定ビットの行タイトルの脱字修正 
B5, 4, 3, 2, 1 → B5, 4, 3, 2, 1, 0 

FJDL7731-02-10 2002.10.9 

47 47 ノイズ消去量＝10dBの設定をもう一種追加 
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ページ 

ドキュメント No. 発行日 
改版前 改版後

変更内容 

6 6 使用水晶振動子例の推奨定数未確認の為、CX-91F
の記載を削除。 

6 6 BCLK端子説明中の内部クロックモード選択時の出
力周波数決定条件の誤記訂正。 

8 8 PCMSEL端子説明に内部クロックモード選択時の出
力周波数決定条件に関する注意書きを追加。 

15 15 下限保存温度の誤記訂正 ： 55℃ → ‐55℃ 

41 41 
PCMSELビット説明中の内部クロックモード選択時
の出力周波数決定条件の誤記訂正、及び、設定変

更時の注意書きを平易に変更。 

FJDL7731-02-11 2002.12.13 

45 45 外部クロックモードにおける PWDNパワーダウン解
除時の内部変数初期化に関する注意書きを追記 

FJDL7731-02-12 2003.4.7 15 15 
絶対最大定格中の「デジタル入力電圧」「デジタル出

力電圧」を「アナログ・デジタル入力電圧」「アナログ・

デジタル出力電圧」に変更。 

FJDL7731-02-13 2003.9.2 53 53 11項の記述に RSTを追加。 

FJDL7731-03-14 2005.3.11 2 2 ブロック図の一部画像が欠けてしまっていたのを修正
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ご注意 

 
1. 本書に記載された内容は、製品改善及び技術改良等により将来予告なしに変更することがあります。したが
って、ご使用の際には、その情報が最新のものであることをご確認ください。 

 
2. 本書に記載された動作概要及び応用回路例は、本製品の標準的な動作や使い方を説明するためのもの
です。したがって、実際に本製品を使用される場合には、外部諸条件を考慮のうえ回路・実装設計をしてく

ださい。 
 
3. 設計に際しましては、最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性など保証範囲内でお使いください。保証値
を超えての使用など本製品の誤った使用または不適切な使用等に起因する本製品の具体的な運用結果

につきましては、当社は責任を負いかねますのでご了承ください。 
 
4. 本製品及び本書に記載された情報や図面等の使用に関して、当社は、第三者の工業所有権・知的所有権
及びその他の権利に対する保証または実施権の許諾を行うものではありません。したがって、その使用に

起因する第三者の権利侵害に対し、当社は責任を負いかねますのでご了承ください。 
 
5. 当社は品質、信頼性の向上に努めておりますが、部品の性格上、ある確率の欠陥、故障が不可避だと考え
られます。当社製品をお使いの場合には、この様な故障が生じましても直接人命を脅かしたり、身体または

財産に危害を生じさせないよう、装置やシステム上で十分な安全設計をお願いします。 
 
6. 本書記載の製品は、一般電子機器（事務機器、通信機器、計測機器、家電製品など）に使用されることを
意図しております。特別な品質・信頼性が要求され、その故障や誤動作が直接人命を脅かしたり、身体また

は財産に危害を及ぼす恐れのある装置やシステム（交通機器、安全装置、航空・宇宙機器、原子力制御、

生命維持装置を含む医療機器など）に使用をお考えのお客様は、必ず事前に当社販売窓口までご相談願

います。 
 
7. 本書に記載された製品には、「外国為替及び外国貿易管理法」に基づく戦略物資等に該当するものがあり
ます。したがって、該当製品またはその一部を輸出する場合には、同法に基づく日本国政府の輸出許可が

必要となりますので、その申請手続きをお取りください。 
 
8. 本書に記載された内容を、当社に無断で転載または複製することはご遠慮ください。 
 

Copyright 2005 OKI ELECTRIC INDUSTRY CO., LTD. 
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